
O
連
載
論
説

歴
史
と
神
話

へ
の
視
座

疑
古
派
禺
天
神
論
の
検
証
か
ら
の
再
出
発

(下

の
三
)

中

島

敏

夫

・
・
…

十
二

本
論
も
核
心
に
入
る
。
『尚
書
』
中

の
禺
の
伝
承
が
如
何
な
る
も
の

か
。
こ
の
章
で
は
こ
の
問
題

に

つ
い
て
述

べ
る
。

『尚
書

』
中
の
禺
伝
承
の
主
軸

は

「頭
三
篇
」
(『今
文
尚
書
』
に
よ

る
。
晩
書

『古
文
尚
書
』
で
は
5
篇
、
プ

ラ
ス
晩
篇

「大
禺
護
」)
に

あ
る
。
『尚
書
』
の
文
は
古
く
か

つ
難
し
く
、
理
解
困
難
な
と
こ
ろ
が

多

い
。
解
釈
も
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
記
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
適
宜
、
適
当
な
解
を
選
ん
で
、
訳
出
し
た
。
他
に
も
多
解
あ

る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
例
え
ば
、
「尭
典
」
冒
頭
の

「帝
発
日
放
勲
」
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
「放
勲
」
は
、
「勲
」
を

「
い
さ
お
」
11
功
績
と

し
、
「放
」
を

「模
倣
」
の

「倣
」
と
す
る
。

つ
ま
り

「尭

は

(上
世

の
)
功
績
に
倣

っ
て
云
々
」
と
解
す
る
。
「日
」
は
、
帝
尭
に

つ
い
て

「述
べ
れ
ば
」
の
意

で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
解

は

「放
勲
」
を
発
の
名

と
す
る
。
名
を

「曰
く
」
放
勲
と
す
る
。
舜
に

つ
い
て
も
、
名
を

「重

華
」
と
す
る
解
と

「華
を
重
ね
」

(文
化
を
積

み
)
と
す
る
解
が
あ

る
。
ま
た
、
禺
に
つ
い
て
も
、
名
が

「文
命
」

で
あ
る
と
す
る
解
と

「文
化
あ
ふ
れ
る
命
を
発
し
」
と
す
る
解
が
あ

る
等

で
あ
る
。

ま
ず
、

こ
の
問
題

の
文
献
的
な
面
に

つ
い
て
述
べ
る
。

ぎ
ょ
う

『今
文
尚
書
』
で
は

『尚
書
』
冒
頭
の
3
篇

「頭
三
篇
」
は
、
「尭

て
ん

こ
う

よ
う

ば

う

こ
う

典
」

「皐
陶
談
」

「禺
貢
」

の
3
篇

で
あ
る
。

し
か
し

『古
文
尚
書
』

で
は
、
『今
文
尚
書
』
の

「発
典
」
が
分
割
さ
れ
、
後
半
が

「舜
典
」

と
な

っ
て
い
る
。
「皐
陶
護
」
も

『今
文
尚
書
』
で
は
1
篇
だ
が
、
『古え

き

文
尚
書
』
と
晩
書

『古
文
尚
書
』
で
は
篇
が
分
割
さ
れ
、
後
半
は

「益
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し
よ
く

稜
」
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の

「発
典
」
と

「舜
典
」
両
者

は
内
容
を

見
る
と
連
続
し
て
お
り
、
ま
た

「皐
陶
護
」
と

「益
稜
」
も
両
者
は

連
続
し
て
い
て
、
も
と
も
と
両
篇
は

一
篇

で
あ

っ
た
と
す
る
見
解
は

も

っ
と
も

で
あ
る
。
さ
ら
に
晩
書

『古
文
尚
書
』
で
は
、
「舜
典
」
と

だ
い

う

ぽ

「皐
陶
護

」
の
間

に

「大
禺
護
」
篇
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、

〈偽
〉
と
さ
れ
て
き
た
篇

で
あ
る
。
私
が
こ
の
見
解
に
必
ず
し
も
賛
成

で
き
な
い
こ
と
は
、
前

に
す
で
に
述
べ
た

(本
論
中
篇
参
照
)
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
後

の
章

で
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
。
こ
れ
に

「禺

貢
」
を
加

え
る
と
、
計

6
篇

11
「頭
六
篇
」
と
な
る
。
『古
文
尚
書
』

で
は
本
来

は

「舜
典
」
が
現

「舜
典
」
と
は
別
に
あ

っ
た
が
、
亡
侠

し
た
と
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
現

『古
文
尚
書
』
(11
晩
書

『古
文
尚

書
』)
で
は

「舜
典
」
の
冒
頭
に
は

「日
若
稽
古
帝
舜
、
日
重
華
、
協

干
帝
。
溶
哲
文
明
、
温
恭
允
塞
。
玄
徳
升
聞
、
乃
命
以
位
。
」
の
28
字

(訳

:
「記
録
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。
古
え
を
考
え
て
み
る
に
、
帝
舜
、

名

は
重
華
。
帝
尭
に
協

力
し
、
英
哲
で
教
養
に
富
み
、
性
格
は
温
恭

で
誠
実
。
高
い
人
徳

は
上
に
聞

こ
え
、
帝
位
に
即
く
よ
う
命
じ
ら
れ

た
」)
が
あ
る
が
、
『尚
書
正
義
』
に
よ
る
と
、

こ
の
部
分
は
、
六
朝

な
ん
せ
い

し
ょ
う
ら
ん

ご

き
ょ
う

よ
う
ほ
う

南
齊
、
明
帝

(瀟

鶯
)

の
建
武
四
年

(四
九
七
)
に
呉

興

の
挑
方

こ
う

だ
い
こ
う
と
う

興
が
大
航
頭

(地
名

、
不
詳
)
で
孔
安
國

の
伝
え
る
古
文

「舜
典
」

を
入
手
し
た
。
こ
れ
を
朝
廷
に
献
上
。
そ
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、

以
後

「舜
典
」
冒
頭
に
置

か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
部
分

に
つ
い
て
も
、
従
来
、
『儒
古
文
尚
書
』
同
様

に
偽
で
あ
る

と
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
篇

の
、
『尚
書
』
中
の
篇
分
類
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
『今

文
尚
書
』

で
は

「尭
典
」

「皐
陶
護
」

「禺
貢
」

の

「頭
三
篇
」

は

ぐ

か

〈虞
夏
書
〉
に
分
類
さ
れ
る
。
『古
文
尚
書
』
で
は

「尭
典
」
以
下

「益

稜
」
ま
で
が

〈虞
書
〉
で
あ
り
、
「禺
貢
」
以
下
が

〈夏
書
〉
と
さ
れ

る
。
他

に

「尭
典
」
の
み
を

〈唐
書
〉
と
す

る
考
え
も
あ
る

(清
、

ひ

し
ゃ
く
ず

い

と
う
と
う

皮

錫

瑞

『今
文
尚
書
考
異
』)
。
「唐
」
は
唐
陶

氏
の
尭
を
指
し
、
「虞
」

ゆ
う

ぐ

は
有
虞
氏

の
舜
を
指
す
。

一
般

に
は
、
「尭
典
」

「舜
典
」
及
び
以
下

「益
稜
」
ま
で
の
篇
は
、
有
虞
氏
舜

の
時

の
記
録
と
考
え
ら
れ
て

〈虞

書
〉
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
「禺
貢
」
以
下
が

〈夏
書
〉
と
な

く

よ
う
た

つ

る

(唐
、
孔
穎
達

『尚
書
正
義
』
に
よ
る
)
。

こ
つ

『尚
書
正
義
』
で
は

「舜
典
」
の
後
ろ
に
小
序

が
付

い
て
い
て
、
「泪

さ
く

き

ゅ
う
き
ょ
う

こ
う

よ

ぼ
う

い
つ

作

」
、

「
九

共

」

9
篇

、

「
藁

飲

」

が

あ

っ
た

が

、

「
亡

侠

す

」

と

あ

こ
つ

る
。
「泪
作
」
は

「泪

("
洪
水
治
水
の
政
治
)
興
る
」

の
意
。
「九

共
」
に
つ
い
て
は

「共
」
字
は

「貢
」
字
と
同
じ
で
、
こ
れ
が
9
篇

あ
る
と
い
う
こ
と
は

「禺
貢
」

の
九
州

の

「貢
」
を
言
う
の
で
は
な

ね
ぎ
ら

い
か

の
説

が

あ

る

。

「藁

飲

」

は

「
労

い

(
11
藁

)

賜

る
」

の
意

。
内

か

ど

お
さ

ほ
う

容

は

「帝
、
下
土
を
董

め
、
方

(四
方
)
に
そ
の
官
を
設
け
て
そ
の

わ

方

に
居
ら
し
め
、
生

(11
姓
)
を
別
け
て
類
を
分
け
る

(人
々
に
姓

を
与
え
て
分
類
し
た
)」
と
言
う
。
舜

・禺
と

に
関
係
を
持

つ
篇

で
は

あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
。

尚
書
中
に
出
る
他

の
禺
に
関
わ
る
資
料

は
、
す
べ
て
禺
に
つ
い
て

の
後
世
の
伝
聞
を
伝
え
る
も

の
で
、
副
次
的
な
資
料

で
あ
る
。
顧
頷

剛

の
論
は
、

「頭
三
篇
」
の
う
ち

で
は

「禺
貢

」
の
み
を
取
り
上
げ
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こ
う
は
ん

り
ょ
け
い

る
。
し
か
し
、
彼
が
取
り
上
げ
た

「立
政
」
「洪
範
」

「呂
刑
」

う
し
た
後
世

の
伝
聞
を
伝
え
る
副
次
的
な
資
料
に
過
ぎ
な

い
。

は

こ

「尭
典

」
(便
宜
上

こ
こ
で
は

『古
文
尚
書
』
の
編
次
に
よ
っ
て

「舜

典
」
部
分

は
後
で
述

べ
る
)
4
4
2
字
。
小
序
を
除
外
す
る
と
4
1

9
字
。

ぎ

か

冒
頭
、
尭

の
高

い
人
徳
が
述

べ
ら
れ
る
。

つ
い
で
、
尭
は
義
和
氏

に
対
し
て
、
天
文
を
観
察
し
暦

を
作

る
よ
う
に
命
じ
る
。
さ
ら
に
、

し

も
ん

誰
を
登
用

す
れ
ぼ
よ

い
か
を
側
近
に
諮
問
す
る
。
最
初
、
朱

(尭

の

息
子
)
と
共
工
が
推
薦
さ
れ
る
が
、
発
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
拒
む
。

尭
は
、
今

、
洪
水
が
た
い
へ
ん
な
有
様
だ
が
、
こ
れ
を
治
め
る
の
は

こ
ん

誰
か
、
と
尋
ね
る
。
皆
が
縣
を
推
挙
す
る
。
発
は
だ
め
だ
と
拒
む
が
、

皆
は
試
し

に
や
ら
せ
て
み
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
言
い
、
そ
の
言

に
従

っ
て
、
縣
に
治
水
さ
せ
て
み
る
。
だ
が
、
九
年
、
経

っ
て
も
成

果
は
上
が
ら
な

い
。
尭
は
四
岳
に
言
う
。
私
は
七
十
年
、
帝
位
に
あ

っ

た
。
誰
か
、
後
を
継
ぐ
者
は
い
な
い
か
、
と
。
そ
こ
で
皆
か
ら
舜
が

推
さ
れ
る
。
「彼

の
父
母
弟
は
ろ
く
で
も
な
い
人
間
だ
が
、
彼
は
皆
を

も
り
立

て

一
家
を
お
さ
め
た
立
派
な
人
だ
」
と
推
挙
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
尭
は
、
舜

に
自
分

の
娘
二
人
を
嫁
が
せ
、
彼
の
人
柄
を
試
し
て

み
る
こ
と

に
な
る
。

以
上
が

「発
典
」

の
内
容
で
あ
る
。
禺
に
関
し
て
は
、
こ
こ
に
出

る
縣
が

一
般
に
禺
の
父
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「舜

典

」

7

9

3

字

。

小

序

を

除

い
て

7

1

8

字

。

舜

に

つ
い

て
も

、

最

初

、

そ

の
高

い
人

徳

が
述

べ
ら

れ

る
。

さ

ら

に
、

尭

に

よ

る
天

子

に

登

用

し

よ

う

と

す

る
試

験

の
結

果

も

上

々

と

出

る
。
尭

は
言

う

。

「来

た

れ

、
舜

よ

。
三

年

間

試

し

た

が

、

お
前

の

成

績

は

き

わ

め

て
良

い
。

帝

位

に

上

れ

」

と

。

舜

は

、

徳

が

な

い
か

ら

と
辞

退

す

る

が
、

結

局

、

正

月

一
日

、

祖

廟

に

て
そ

の
継

承

を

受

け

る
。

そ

の
後

で

、
上

帝

、

山

川

の
神

等

々

、
諸

神

を
祭

り

、
群

牧

・

じ
ゅ
ん
し
ゅ

た

い
そ
う

群
侯
を
集
め
る
。

つ
い
で
、
全
国
の
巡

狩
に
出

る
。
東

の
岱
宗

(泰

山
)
か
ら
始
め
、
南
、
西
、
北
と
順
次
巡

っ
て
、
祭
祀
を
と
り
行

い
、

地

の
諸
侯
と
朝
見
す
る
。
以
後
、
五
年
に

一
回
の
巡
狩
を
行
う
こ
と

し
ゅ
ん
せ
つ

と
す
る
。
十
二
州

・十

二
山
を
定
め
、
川
を
湊

深
す
る
。
ま
た
刑
罰

き

ょ
う
こ
う

か
ん
と
う

さ
ん
び
ょ
う

こ
ん

を
定
め
る
。
共

工
、
罐
兜
、
三

苗
、
縣
の
四
悪

人
を
そ
れ
ぞ
れ
四
方

の
果
て
に
追
放
す
る
。
二
十
八
年
で
発
は
卒

す
。
三
年
間
、
全
国
は

喪
に
服
す
る
。
正
月
、
舜

は
帝
位
に
即
く
。
十

二
牧

(各
地
の
長
官
)

ね

い
じ
ん

に

「食
が

一
番
大
事
だ
。
倭
人

(お
も
ね
る
悪

質
な
取
り
巻
き
)
を

使
わ
な
け
れ
ば
、
蛮
夷
は
帰
順
す
る
だ
ろ
う
」
と
指
示
す
る
。

次

い
で
、
四
岳

と
相
談
し
て
、
次
々
と
賢
人
を
登
用
す
る
。
ま
ず
、

禺

(
「伯
禺
」
11
地
方

の
諸
侯

「伯
」
位
に
あ
る
禺
)
に
洪
水
の
治
水

し

く
う

こ
う
し
ょ
く

せ

つ

こ
う
よ
う

を
命
じ
、
司
空

の
職
に
任
命
す
る
。
禺
は
后

稜

・
契

・
皐
陶
に
譲
る

き

が

、
認

め

ら

れ

ず

、
そ

の
職

を

務

め

る

こ
と

に
な

る
。

そ

の
後

で
棄

・

せ

つ

こ
う
よ
う

す
い

え
き

は
く

い

き

り

ゅ
う

契

・
皐

陶

・
垂

、

さ

ら

に

益

、

伯

夷

、

菱

、

龍

、

等

々

が

任

命

さ

れ

る
。

蔓

に
対

し

て

は
音

楽

の
官

を
命

じ

、
音

楽

を

奏

で
、

百

獣

が
随

い
舞

う

。

こ
う

し

て

「
二
十

二

人

」

に
職

務

が

与

え

ら

れ

る

。

(
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「二
十
二
人
」
が
誰
々
を
指
す
か
、
計
算
が
合
わ
な
い
。
そ
の
た
め
諸

説
あ
る
)

だ
い

う

ぽ

「大
禺
護
」
(晩
篇
、
所
謂

「偽
古
文
」
篇
)
8
4
6
字
。
小
序
を

除

い
て
8

2
5
字
。
「大
禺
護
」
以
下
の
3
篇

「皐
陶
護
」

「益
稜
」

は
、
主
と

し
て
帝
舜

の
前

で
交
わ
さ
れ
る
禺

・
皐
陶

・
益
と
の
対
話

で
あ
る
。
禺
が
帝
位
に
即
く
前

の
こ
と
で
あ
る
。
「大
禺
護
」
篇
は
従

来
、
偽
と

さ
れ
る
篇

で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
他
篇
に
出
な
い
重
要

な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

篇
は
三

つ
の
内
容
か
ら
な
る
。

一
、
帝
と
益

・禺
と
の
対
話
。
二
、

舜

の
禺

へ
の
譲
位
。
三
、
有
苗
征
伐
。
こ
の
三

つ
で
あ
る
。

こ
う
よ
う

第

一
の
対
話
は
、
帝
舜
と
益

・
禺
、
さ
ら
に
皐
陶
が
加
わ
り
展
開

り
く

ふ

さ
ん

じ

し
、
政
治

の
要
諦
が
語
ら
れ
る
。
禺
は
六
府

二
二
事
を
述

べ
る
。
六

こ
く

府

は
、

水

・
火

・
金

・
木

・
土

・
穀

。

こ

の
六

者

を

大

事

に
し

て
生

活

に
役

立

た

せ

る

と

い
う

。

三
事

は
、

正

徳

(徳

を

正

し

く

す

る

こ

と

)
・
利

用

(生

活

を

便

利

に
す

る

こ
と

)
・
厚

生

(生

活

を

豊

か

に

す

る

こ

と

)

の

三

つ
で

あ

る
。

こ

の
六

府

と

三
事

が

「九

功

」

(九

つ

き
た

ち
ん

の
功

績

)

に
数

え

ら

れ

る
。

さ

ら

に
舜

は

言

う

。

「格

れ
、

禺

よ

。
朕

お

さ
い

も
う

き

(私
)
の
帝
位

に
宅
る
こ
と
三
十
三
載

(歳
)
。
毫
期
し

(毫
砥
し
)
勤

こ

む
る
に
倦

く
。
汝
、
惟
れ
怠
た
ら
ず
、
朕
が
師

(大
衆
)
を
総
じ
よ
」
と
。

第
二
は
、
洪
水
が
私

に
警
告
を
与
え
た
。
し
か
し
お
前
が
励
ん
で

た

い
ら

な

く
れ
た
の
で
、
治
水
に
成
功
し
た
。
「地

平
に
し
て
天
成
る
」
と

(現

在

の
日
本

の
年
号

「平
成
」
は
こ
れ
に
も
と
つ
く
)
。
「汝
、
終
わ
り

の
ぼ

に

(最
終
的
に
)
元
后

(帝
位
)
に
防
れ
」
と
。
禺
は
辞
退
す
る
が
、

正
月
の

一
日
、
祖
先

の
廟
で
受
命
す
る
。

第
三
は
、
舜
は
帝
位
を
禺
に
譲
る
が
、
こ
れ
は
禺
が
摂
政
と
な
る

こ
と
で
、
譲
位
し
た
舜
が
帝
位
に
あ
る
こ
と

に
は
か
わ
り
は
な
い
。

舜

は
、
禺
に
対
し
て
、
服
従
し
な

い
有
苗
征
伐
を
命
じ
る
。
禺

は
群

后

(諸
侯
た
ち
)
を
集
め
て
有
苗
征
伐
に
か
か

る
。
三
旬

(三
十
日
)、

苗
民
は
抵
抗
し
て
服
従
し
な
い
。
益
が
禺
に
助
言
す
る
。
決
し
て
力

で
ね
じ
ふ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
人
徳

で
こ
そ
彼
ら
の
心
を

つ
か

め
る
の
だ
、
と
。
禺
は
撤
兵
す
る
。
七
旬

(七
十
日
)
後
、
有
苗
は

帰
順
し
て
く
る
。

「皐
陶
護
」
3
5
2
字
。
次
の

「益
稜
」
と

一
体
で
あ
る
。
皐
陶
は

舜
を
補
佐
し
た
人
物
で
、
刑
獄
を
担
当
。
禺
が
禅
譲
を
受
け
た
後
も

引
き
続

い
て
禺
の
補
佐
を
務
め
る
が
、

こ
れ

は
舜
帝

の
前
で
の
禺
と

の
会
話

で
、
皐
陶

の
政
治
的
な
理
念
が
語
ら
れ
る
。
内
容
的
に
は
、

政
治
の
要
諦
は
、
人
を
知
る
こ
と
、
民
を
安
ん
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

り
つ

人
は
九

の
徳
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
九

の
徳

と
は

「寛
に
し
て
栗
、

り
つ
ぜ
ん

柔

に
し
て
立
…
…
」

(心
広
く
寛
容
で
あ

っ
て
傑
然
と
し
た
引
き
締

ま

っ
た
心
。
柔
和
で
い
て
事
を
立
て
や
り
と
げ

る
こ
と
…
…
)
等
々

の
九
項
で
あ
る
。

「益
稜
」
6
2
2
字
。
「益
稜
」
の
篇
名
は
篇

中
に
出
る
益
と
稜

の

二
人
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
人

の
人
名
は
篇
中
で
大
き
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な
意
味
を
持
た
ず
、
篇
名

の
命
名
は
不
適
切
の
評
が
あ
る
。
こ
の
篇

で
は
、
前
篇
に
引
き
続
き
、
帝
舜

の
前

で
の
会
話
が
続
く
。
舜
と
禺

の
会
話
が
主
を
な
す
。
そ

の
禺

の
話

の
中
に
、
禺

の
行

っ
た
洪
水

の

は
び

こ

治
水
が
語

ら
れ
る
。
禺
が
言
う
。
「洪
水
、
天
に
酒
り
、
浩
浩
と
し
て

い
だ

お
か

の
ぼ

こ
ん
て
ん

よ

山
を
懐
き
、
陵
に
嚢

る
。
下
民
、
昏
塾
す

(困
窮
し
溺
れ
る
)。
予

さ

い

し
た
が

(私
)、
四
載

(四
種

の
乗
り
物
)
に
乗
り
、
山
に
随

い

(山
か
ら
山

き

へ
と
回

っ
て
)
木
を
刊
る
。
益
と
と
も
に
庶

(庶
民
)
に
鮮
食

(新

鮮
な
食
)

を
奏
す

(提
供
し
た
)
。
予
、
九
川
を
決
し

(通
し
)、
四

み
ち
び

け
ん
か
い

ほ

し
ゅ
ん
せ
つ

海
に
距
き
、
吠
漕

(田
畑

の
大
小

の
用
水
路
)
を
溶
り

(凌

深
し
)

み
ち
び

川
に
距
く
」。
ま
た
稜
と
共

に
食
物
を
植
え
、
食
料
を
調
達
す
る
。
さ

ら
に
続
く
禺
の
話
中

に
、
治
水
時

の
彼

の
苦
労
が
述

べ
ら
れ
る
。

と

ざ
ん

「私

は
塗
山
に

(妻
を
)
嬰
り
、
姿

っ
た
四
日
の
後
、
早
く
も
工

こ

こ

事
に
出

か
け
た
。
生
ま
れ
た
子

の
啓
が
弧
弧

(
ワ
ー
ワ
ー
)
と
泣

い
た
が
、
私
は
子
の
面
倒
を
見
も
せ
ず
、
た
だ
土
木
工
事
の
こ
と

だ
け
を
計

っ
た
。
天
下

の
五
服

(諸
侯

の
制
度
)
を
制
定
す
る
助

け
を
な
し
、
万
里
四
方

の
天
下
が
仕
上
が

っ
た
。

一
州

に
は
十

二

の
師

(
一
師
は
二
千
五
百
人
。
合
計
三
万
人
の
群
衆
)
が
工
事

に

加
わ
り
、
外
は
四
海
に
迫
り
、
各
国
に
は
全
部
で
五
人
の
長
を
立

て
治
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
功
績
を
上
げ
た
。
し
か
し
苗
民
の
み
は
頑

固
で
官

に
従
わ
な

い
。
舜
帝
よ
、
そ
れ
を
忘
れ
ぬ
よ
う
」
。

こ

の
後

は
、

き菱

が
音
楽
を
演
奏
し
、
百
獣
が
舞

い
お
ど
る
。
蔓
は

帝
と
共
に
太
平
を
こ
と
ほ
ぐ
歌
を
歌
う
。
そ
の
歌
詞
が
引
用
さ
れ
る
。

「禺
貢
」
1
1
9
6
字
。
小
序
を
除
き
1
1

8
4
字
。

「盤
庚
」
篇

1
2
8
5
字

に
次
ぐ
大
篇

で
あ
る
。

前
篇
同
様

に
、
舜

の
治
世
下

で
の
禺
の
治
水

と
全
国
統
合
の
業
績

が
語
ら
れ
る
。
舜
帝
治
下
で
あ
る
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
全

国
が
九
州
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
の
山

川
の
地
理
、
土
地

の

ラ
ン
ク
、
産
物

・
貢
賦
が
述
べ
ら
れ
る
。
中

国
最
古

の
地
理
書
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
章

の
終
わ
り
の
部
分
で
、
全
国
の
体
制
が
ど
の

み
つ

よ
う
に
策
定
さ
れ
た
か
が
述
べ
ら
れ
る
。
全

国
九
州
の
土
地

の
貢
ぎ

う

こ
う

き

物
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で

「禺
貢
」
の
名
が
あ
る
。
九
州
は
翼
州

・

え
ん

け

い

よ

よ
う

克

州

・
青

州

・
徐

州

・
揚

州

・
荊

州

・
豫

州

・
梁

州

・
雍

州

の
九

つ

(
二
四

七

頁

図

表

30

参

照

)
。ど

し

し
た
が

き

篇

の
冒

頭

で

は

「
禺

、

土

を
敷

く

。

山

に

随

い
、

木

を
刊

り

、

高

で
ん

山
大
川
を
葵
す

(定
め
る
)
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文

は
、
前
篇

の

「益

稜
」
篇

の
文

「随
山
刊
木
」
等
と
共
通
し
、

こ
こ
と
内
容
的
に
同

一

事
を
言

っ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
最
近
発
見
さ
れ
た
西
周
青
銅

　
8

器
銘
文

「鍵
侯
謹
」

(保
利
芸
術
博
物
館
所
藏

)
に
こ
こ
の
文
章
が

そ
の
ま
ま
出
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
「土
を
敷

く
」
と
は
ど
う
い
う

こ

と
か
。

こ
の
こ
と
は
、
最
初

に
述

べ
た
顧
韻
剛

の
論

(中
篇
四
章
)

と
直
接
密
接
に
関
係
し
て
く
る
こ
と
で
も
あ

る
。

「孔
傳
」

(漢
、
孔

は
ん
い
つ

安

國

の
傳

。
偽

の
説

も

あ

る
)

は

「洪

水

、
氾

溢

し

(氾

濫

し

)
、
禺

、

し

九
州
の
土
を
布
き
治
む
」
と
説
明
し
て
い
る
。
「敷
」
は
文
字
と
し
て
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は

「敷
き
広
げ
る
」
、
布
の
よ
う
な
物
を
延
ば
し
広
げ
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
時

の

「土
を
敷
く
」
と
は
具
体
的

に
何
を
指
す
か
。
結
構
、

難
問
で
あ
る
。
治
水

の
際
に
土
を
入
れ
て
広
げ
る
こ
と
か
。
あ
る
い

は
、
抽
象

的
に
、
治
水
し
た
そ
の
土
地
を
全
国
的
に
展
開
さ
せ
る
こ

ふ

と
を
言
う
か
。
宋

の
朱
烹
の
弟
子
、
察
沈

の

『書
集
傳
』
で
は
、
「敷
、

分
な
り
。
土
地
を
分
別
し
、
以
て
九
州
を
爲
す
な
り
」
と
説
明
す
る
。

土
地
を
九
州

に
区
分
け
す
る
こ
と
と
取

る
。
こ
れ
は
前
に
も
見
た
よ

か

ど

う

に

『
詩

纒

』

(
魯

頒

・
長

獲

)

の

「
洪

水

　

々

た

り

、

禺

、

下

土

の

ほ
う方

を
敷
く

」
(本
論
中
篇
引
用
)
の

「敷
く
」
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ

ほ
う

で
は

「洪
水

は
　
々
と
果
て
な
く
広
が
り
、
禺
は
下
に
土
地
の

「方
」

を
敷
き
広
げ
た
」
。

「方
」
は

「
一
定

の
四
方
形
を
な
す
土
地
」
と
説

明
し
て
お

い
た
。

「高
山
大
川
を
彙
す
」
と
は
、

「孔
傳
」
は

「"
葵
"

は

"
定
"
な
り
。
"高
山
"
は
五
岳

(東
西
南
北
中

の
名
あ
る
五

つ
の

た
い

か

こ
う

こ
う

す
う

と
く

名

山

。

泰

山

・華

山

・
衡

山

・
恒

山

・嵩

山

)
。

"
大

川

"

は

四
演

(全

国

わ

い

が

せ
い
す
い

の

四

つ
の
名

川

"

長

江

・黄

河

・准

河

・濟

水

)
。

そ

の
差

秩

"

ラ

ン

ク

ー1
を

定

め

、
祭

祀

の
禮

の
際

に
そ

れ

に
依

拠

す

る
」
と
説

明

し

て

い

る
。

以
下

で
は
、
「頭
三
篇
」
以
外
の
他

の
資
料

に
つ
い
て
、
禺

に
関
す

る
記
述

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
る
。
こ
の
禺

の
資
料

は
次

の
5
篇

で
あ
る
。

「五
子
之
歌
」

(夏
書
)

ち

ゅ
う

き

し

こ
う

「仲

魑
之
詰
」

(商
書
)

「洪
範
」
「立
政
」

「呂
刑
」
(3
篇
共
に
周
書
)

う
ち
、
「五
子
之
歌
」
「仲
魑
之
詰
」
は
従
来
偽

書
と
さ
れ
て
き
た
篇
、

即
ち
晩
書
晩
篇
。
「洪
範
」
「立
政
」
「呂
刑
」
は
真
と
さ
れ
て
き
た
篇

で
今
文

・
古
文

(真

・
晩
)
全
て
に
あ
る
。

「五
子
之
歌
」
(
2
6
1
字
)
:
晩
書
晩
篇
。
五
子
は
夏
王
朝
二
代
目

の
啓

(禺
の
息
子
)
の
子
供
達
五
人
を
指
す

(
つ
ま
り
禺

の
孫
)
。
同

た
い
こ
う

じ
く
啓
の
息
子
で
あ
る
兄
の
帝
太
康
が
王
位

を
空
け
て
、
享
楽
に
耽

り
、
狩
り
に
う

つ
つ
を
ぬ
か
し
て
帰

っ
て
こ
な

い
時
、
洛
水

の
ほ
と

り
で
、
兄
太
康

の
帰
る
を
待
ち
望
み
作

っ
た
歌
。
全
五
首
。
冒
頭
に

「大
禺
之
戒
を
述

べ
て
以
て
歌
を
作
る
」
と
あ
り
、
五
首

の
歌
全
部

の

歌
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
。歌
中

で
禺
の
偉
大
な
業
績
が
称
え
ら
れ
る
。

と
う
お
う

「仲
魑
之
詰
」
(3
3
4
字
)
:
晩
書
晩
篇
。
仲
魑
は
段
商
の
湯
王
の

さ

し
ょ
う

こ
う

左

相
を
つ
と
め
た
人
物
。
「詰
」
は

「告
」
と

同
義
。
仲
魑
が
湯
王

に
告
げ
た

こ
と
ば
。
股

の
湯
王

(湯
王
は
夏

王
朝
を
滅
ぼ
し
た
殿
の

け
つ

な
ん
そ
う

そ
う

ご

帝
)
が
夏

の
桀
を
討
伐
し
、南
巣

(安
徽
省
巣
湖

の
辺
り
)
か
ら
帰
る

途
中
、
夏
王
朝
を
滅
ぼ
し
た
こ
と
を
後
世
に
替
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と

恐
催
す
る
。
そ
の
時
、
仲
魑
が
王
に
説
き
聞
か
せ
た
内
容
を
述
べ
た
篇
。

ゆ
う

か

こ
ん
と
く

「有
夏

(氏
族
名

・
王
朝
名
に
は

「有
」
字

を
冠
す
る
)

は
昏
徳

お

す
な
わ

(暗
愚
)
に
し
て
、
民
は
塗
炭

(
の
苦
し
み
)

に
墜

つ
。
天

乃
ち
王

に
勇
智
を
錫

い

(賜

い
)
、
萬
邦

に
表
正

(正

し
き
模
範
)
た
ら
し
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つ

む
。
禺
の
藷
服
を
績
ぎ

(禺

の
創
設
し
た
事
業
を
継
承
し
)
、
藏

(
こ

こ
)
に
蕨

(そ
)
の
典

(典
法
)
に
率

(し
た
が
)
い
、
天
命
を
奉

ま

そ
し

じ

若

(
し

た

が

)

う

。

夏

王

、

罪

有

り

、

上

天

を
矯

げ

謳

り

、

以

て

し

命
を
下
に
布
く
」
と
説
き
、
恥
じ
る
こ
と
な
き
を
説
得
し
た
。
夏
を

倒
し
た
殿

で
あ
る
が
、
夏

の
始
祖
禺

の
真
の
後
継
者
で
あ
る
と
自
負

す
る
の
で
あ
る
。

「洪
範

」
(1
0
4
4
字
)
:
周
武
王
の
滅
商

の
翌
年

(前

一
〇
四

ち
ゅ
う

五
)
の
作
。
武
王
が
商
を
滅
ぼ
し
紺
を
殺
し
た
後
、
周
は
、
紺

王

の

ぶ

こ
う

子
で
あ
る
武
庚
を
商
の
跡
継
ぎ

に
立

て
た
。
武
王
は
、
紺

の
叔
父
で

き

し

あ
る
箕
子

に
、

「天
が
与
え
た
国
を
治
め
る
原
理
は
何
か
」
を
尋
ね

た
。
箕
子
が
答
え
た
内
容

の
記
録
が

こ
の
篇
で
あ
る
。

箕
子
が
言
う
。
「私
が
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
縣
は
洪
水
を
埋
め

治
水
を
行

っ
た
時
、
天
の
理
で
あ
る
五
行
を
乱
し
た
。
帝

(上
帝
)

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

は
怒
り
、

「洪
範

九

疇
」

(大

い
な
る
規
範
で
あ
る
九

つ
の
範
疇
H

分
類
概
念

)
を
縣
に
は
与
え
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
天
の
大
い
な

る
常
理
は
敗
ら
れ
た
。
縣
が
刑
死
し
、
禺
が
後
を
継
ぐ
と
、
天
は
禺

に
こ
の

「洪
範
九
疇
」
を
賜

っ
た
。
そ
の
た
め
、
天

の
大
い
な
る
常

理
は
こ
こ
に
展
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
」
。
天
が
禺
に
与
え

い

り
ん

た
こ
の

「舞
倫
」
(お
お
い
な
る
人
倫
の
原
理
)
が
こ
の

「洪
範
」
で

あ
る
。
内
容
は
五
行
、
五
事
、
八
政
、
五
紀
、
皇
極
、
三
徳
、
稽
疑
、

庶
徴
、
五
福

・
六
極
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
思
想
的
な
意
味
は
大
き

い
。
「洪
範
」
全
1
0
4
4

字

の
大
半
が
こ
の

「洪
範
九
疇
」

の
説
明
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
項
目
の
み
を
上
に
挙
げ
た
。

た
ん

「立

政

」

(
6

7

1
字

)
:
周

公

旦

(文

王

の
子

、
武

王

の
弟

)

は
成

ち
ゃ
く

し

王

(武
王
の
嫡

子
)
が
ま
だ
若
年
だ

っ
た
の
で
、
自
分
が
代
わ
り
に

摂
政
と
な

っ
た
。
成
王
が
成
年
の
後
、
政
事

を
成
王
に
返
す
。
そ
の

時
に
周
公
が
成
王
及
び
百
官
を
戒
め
た
言
葉

で
あ
る
。

周
公
は
夏
王
朝
か
ら
説
き
起
こ
し
、
商
、
更

に
文
王

・
武
王
の
時

を
語
り
、
政
事
で
人
を
登
用
す
る
際
、
如
何

に
あ
る
べ
き
か
を
述
べ

じ
ゆ

し

る
。
そ
の
中
で
、

「今
、
文
王

の
子
孫
た
る
儒

子

(幼
な
子
)

の
王

な

た

ゆ
う

し

よ
。
其
れ
庶
獄

(刑
獄
)
に
お
い
て
誤
ま
る
勿

か
れ
。
惟
だ
有
司

(官

よ

な
ん
じ

府
)
の
牧

(牧
人
)
な
る
か
な
。
其
れ
克
く
爾
が
戎
兵

(軍
隊
)
を

お
さ

あ
と

の
ぼ

詰

め

(
治

め
)
、

以

て
禺

之

　

に

防

れ

」

と

い
う
。

ぼ
く

「呂
刑
」
(9
5
4
字
)
:
西
周

の
穆
王
の
時

の
作

で
あ
る
。
篇
中
に

き
ょ
う
こ
く

ば

っ
ち
ゅ
う

「享

國
百
年
」
と
あ
る
。
武
王
が
伐

紺

(前

一
〇
四
六
)
し
た
後

の

百
年
は
穆
王
時

(前
九
七
六
～
前
九
二
二
)

に
当
た
る
。
呂
侯
は
穆

し

こ
う

ま

こ
う

王
時

の
司
冠
を
務
め
た
人
。
後
に

「甫
」
の
地

に
封
じ
ら
れ

「甫
侯
」

と
も
称
す
る
。

こ
の
篇

は
、
呂
侯

に
よ
っ
て
、
四
方

の
政
事
を
司
る

て
ん
ご
く

典
獄

(司
法
官
)
及
び
諸
侯
た
ち
に
訓
じ
ら

れ
た
話
。
刑
法
に
関
す

る
話
な
の
で

「呂
刑
」
と

い
う
。
篇
全
体
が
夏
王
朝
以
来
の
刑
罰
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
、
三
后

(后
は
諸
侯
を
い
う
)

は
く

い

う

し
ょ
く

即
ち
伯
夷
、
禺
、
稜
の
三
人

の
こ
と
が
語
ら

れ
る
。
本
論
中
篇
四
章
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図表29〈 『尚書』 に於 け る禺伝 承一 覧〉

1

禺
の
子

啓

・

・

k

萬
の
結
婚

・

ー

縣

・

・

・

i

禺
の
政
治
理
念

・

・

h

萬
の
人
徳

・

・

9

禺
の
偉
大
な
業績

・

・

・

・

・

f

舜朝

で
の
同
僚

・

・

・

・

e

諸侯

統
治

・

・

d

三
苗討

伐

・

・

・

・

c

「
九
州」

・

b

禺
の
洪
水
治
水

・

・

・

・

a

舜
か
ら

萬
へ

の

禅
譲

・

・

名篇

剣曉

劇瞬

調禺吠

調陶陣

倒歴

則隅

馴之子伍

調之魑榊

鯛朕

瑚位

『
古
文
尚
書
ヒ
に
よ
る
分
類

書虞

書夏

書商

書周

で
す
で
に
掲
げ
た
。
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

以
上
が

『尚
書
』

に
見
る
禺
の
伝
承
で
あ

る
。

全
体
と
し
て
は
、
禺

の
生
存
中
の
直
接

の
言
及
と
、
後
世
の
禺
に

つ
い
て
の
間
接
的
な
言
及
、

こ
の
二
類
に
分
か
れ
る
。
前
者
は

「尭

典
」
「舜
典
」
「大
禺
護
」
「皐
陶
護
」
「益
稜
」

「禺
貢
」
の
諸
篇
で
あ

る

(便
宜
上
、
『古
文
尚
書
』
篇
名

に
よ

っ
た
)。
後
者
は

『尚
書
』

中
で
は

「五
子
之
歌
」

「仲
魑
之
詰
」
「洪
範

」
「立
政
」
「呂
刑
」

の

5
篇
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
た
禺
に
関
わ
る
伝
承
を
そ
の
話

の
内
容
に
よ

っ
て
整
理
・

分
類
し
て
み
る
と
、
以
下

で
あ
る
。

a
舜
か
ら
禺

へ
の
禅
譲

b

禺
の
洪
水
治
水

c

「九
州
」

d

三
苗
討
伐

e

諸
侯
統
治

f

舜
朝

で
の
同
僚

g
禺

の
偉
大
な
業
績

h

禺

の
人
徳

i

禺
の
政
治
理
念

ー

縣

k

禺

の
結
婚

-

禺

の
子
啓

以
上
の
分
類
項
目
は
、
要
素
的
に
相
互
に
重
な
り
合
う
も

の
も
あ

る
。
こ
の
分
類
に
従

っ
て

『尚
書
』
各
篇

の
内
容
を

一
覧
に
し
た
。

図
表
29
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と

の

一
つ
と
し
て
、
禺
の
偉
大
な
業
績
に

つ

い
て
は
、
治
水
と
九
州
の
設
定
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
実
は
こ
れ
ら
は
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文
中
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
舜

の
治
下

で
の
業
績

で
、
舜

の
命
を
受

け
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。
禺

は
舜
に
禅
譲
さ
れ
帝
位

に
即
く
。

だ
が
、
禺

の
即
位
後
の
業
績
に

つ
い
て
は
、
現

『尚
書
』
で
は
若
干

の
記
述
が
あ
る
以
外

に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
「禺
貢
」

か
ん
ぜ

い

は
舜
治
世
下

の
業
績

で
あ
る
が
、
「禺
貢
」
の
次

の
篇
は

「甘
誓
」
(禺

ゆ
う

こ

の
子
啓
が
有
雇
氏
と
戦

っ
た
時

の
誓

い
)
と
な

っ
て
い
る
。

十
三

前
章

で
挙
げ
た

『尚
書
』
頭
三
篇
に

つ
い
て
、

こ
れ
を
ど
う
受
け

止
め
評
価
す
る
か
。
こ
れ
が
我

々
に
課
せ
ら
れ
た
当
面

の
課
題
で
あ

る
。

こ
の
章

で
は
こ
の
課
題
を
扱
う
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
に
関

じ
ょ
き
ょ
く
せ
い

す
る
見
方
を
、
徐

旭

生

の
論
文

「発
、
舜
、
禺
」
で
も

っ
て
考
察
し

ムロ
　

た
い
。
徐
旭
生
は

『中
國
古
史
的
傳
説
時
代
』
の
著
書
で
知
ら
れ

(本

に

り

と
う

論
上
篇

で
紹
介
)
、
夏
王
朝
遺
跡
と
目
さ
れ
る
二
里
頭
遺
肚

の
発
見

(
一
九
五
五
年
)
を
主
導
し
た
人
物
で
あ
る
。
二
里
頭
遺
吐
の
発
見
は

偶
然
に
な

さ
れ
た
の
で
は
な

い
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン

が
神
話
伝
説
か
ら
ト

ロ
イ
遺
跡

の
実
在
を
信
じ
、
そ
れ
が
遺
跡
発
掘

に
つ
な
が
っ
た
、そ
の
業
績

に
も
並
び
比
せ
ら
れ
る
快
挙

で
あ

っ
た
。

論
文
は
次

で
あ
る
。

徐
旭
生
著

「尭
、
舜
、
禺
」
上
篇

:

『文
史
』
39
輯

(中
華
書
局
、

一
九
九
四
年
)
。

同

下
篇

:

『文
史
』
40
輯

(中
華
書
局
、

一
九
九

四
年
)。

徐
旭
生
の
論
文

「尭
、
舜
、
禺
」
は
、
彼

の
遺
著
で
、
篇
後

の
黄

石
林

の
付
記

(
一
九
九

一
年

一
一
月
)
に
よ
れ
ば
、
徐
旭
生
が
生
前

「
こ
の
論
は
考
古
材
料
を
補
う
必
要
が
あ
る
」
と
言

っ
て
お
り
、
そ
の

委
嘱
に
遵
じ
て
黄
氏
が
近
年
出
土

の
考
古
材
料
を
補

っ
た
も
の
だ
と

あ
る
。
論
文
中

で
、
原
文
と
補
記
と
は
区
別

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
こ

ま
で
が
原
文
で
ど
の
部
分
が
補
記
か
は
判
別

で
き
な
い
。

斯
論

(以
下

「徐
論
」
と
す
る
)
は
、
文

献
資
料
を
考
古
発
掘
材

料
で
検
証
す
る
と
い
う
方
法
を
取
る
。
そ
の
方
法
は
王
国
維
が
提
唱

し
た
所
謂

"
二
重
検
証
法
"
に
当
る
。
最
近

の
考
古
学
の
成
果

に
は

著
し
い
も

の
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
日
進
月
歩

の
お
も
む
き
が
あ
る
。

今
は
黄
氏
に
よ
る
補
足
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
そ
の
後
も
さ
ら
に

一

段
と
大
き
く
進
ん
で
い
て
、

こ
の
論
は
そ
れ
以
前

の
段
階

の
も
の
で

あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
徐
氏
の
論

を
私
の
理
解

に
従

っ
て
整
理
し
た
形
で
紹
介

す
る
。

一
つ

一
つ
事
細

か
く
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の
傾
向

・
特
徴

・
問
題

点

に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た

い
。

一
、
徐
論

は
、
全
体
と
し
て
頭
三
篇

の
内
容
を
信
頼

で
き
る
と
認

め
る
。
内
容

は
、
大
き
く
言

っ
て
文
明
の
発

展
段
階
と
登
用
人
物
に

つ
い
て
、
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
。
文
明
の
発
展
段
階

で
は
、
国
家
成
立
、
暦
法
、
地
方
制
度

(巡
狩

・
十

二
州

・
九
州
)、

産
物
、
度
量
衡
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
。
登
用
人
物
に
つ
い
て

歴史 と神話へ の視座(下 の三)243



は
、
人

名

な

る

も

の

の
意

味

、
義

和

、
任

官

さ

れ

た

二

十

二
人

稜

・
契

・
皐

陶

・
垂

…

…

等

々

)

に

つ

い
て
述

べ

る
。

(萬

・

二
、
方
法
論
的
に
二
つ
の
基
準
を
述
べ
る
。

一
つ
は
、
史
料
の
文

献
と
し

て
の
処
理
の
基
準

に
つ
い
て
で
あ
り
、

二
つ
は
、
文
明
の
発

達
段
階
を
基
準
に
し
て
見
て
、
内
容
が
可
能
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
。

第

一
の
基
準
は
次
で
あ
る
。
過
去
に
は
、
史
料
処
理
の
判
断

は

「正

脛
」
と

「正
史
」
が
基
準
で
あ

っ
た
。
「正
経
」
と
は

『尚
書
』
頭
三

篇
と

『
易
』
繋
僻
傳
。

「正
史
」
と
は

『史
記
』
五
帝
本
紀

・
夏
本

紀

・
股
本
紀

・
周
本
紀

で
あ
る
。
そ
の
他
に

『春
秋
』
三
傳
と

『國

語
』
が
あ

る
。
し
か
し
、
今

の
新
史
学
で
は
、
基
準
は
こ
れ
ら
整
理
・

系
統
化
さ
れ
た
文
献

(中
島
付
記

"
〈正
統
〉
系
統
化
資
料
と
こ
こ
で

は
呼
ぶ
)
を
基
準
と
し

て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
系
統
化
さ
れ
な
い
、

即
ち
、
整

理
が
施
さ
れ

て
い
な
い
、
手

の
加
え
ら
れ
て
い
な
い
文
献

資
料

(中

島
付
記

"
〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
と
呼
ぶ
)
の
方
を
基
準
に

し
て
処
理
を
す
る
。
先
秦
古
籍
中

の
零
細
な
資
料

で
も

っ
て
、
正
経

・

正
史

の
系

統
化
を
経
た
資
料
を
校
正
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
逆
で

は
な
い
。

過
去
の
歴
史
学
者

の
態
度
と
は
違
う
。
こ
う
し
た
系
統
化

さ
れ
て

い
な
い
文
献

に
合

っ
て
い
る
か
、

い
な
い
か
。
こ
れ
を
基
準

に
し
て
判

断
す
る
の
だ
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私

(中
島
)

に
は
異
論

が
あ
る
。

徐
論

の
こ
う
し
た
基

準
は
確
か
に

一
理
あ
る
。
〈正
統
〉
系
統
化
資

料
か
、
そ
れ
と
も
あ
ま
り
手
が
加
わ

っ
て
い
な
い

〈傍
系
〉
非
整
理

資
料
か
。
こ
れ
は
判
断
に
際
し
て
の

一
つ
の
基
準
と
な
り
得
る
。
し

か
し
今
こ
こ
で
検
討
し
よ
う
と
す
る
対
象
が

『尚
書
』
頭
三
篇
自
体

な

の
で
あ
る
。
「基
準

に
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
そ
の
篇
自
体
を
対

象
と
し
て
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
基
準
そ
の
も
の
の
意
味

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
、
基
準
の
最
初

の
提
起
以
上

に
は
立
ち
入

っ
て
は
検
討

は
な
さ
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
第

二
の
基
準

が
提
起
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
頭
三
篇
は
、
第

一
の
基
準
と

は
む
し
ろ
逆
に
、
考
古
学
的
成
果

に
照
ら
し
合
わ
せ
信
頼

で
き
る
と

の
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
第

一
の
基
準

の
持

つ
意
味
は
逆

に
否
認

さ
れ
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

一
般
的
な
文
献

資
料

の
基
準
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
基
準
、
〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
を
第

一
の
基
準
に
す
る
と
い
う
原
則
は
こ
こ
で
は
意
味
を
持

っ
て
い
な
い
。

か

つ
、
系
統
化
さ
れ
た
も
の
は
信
頼
性

に
乏

し
い
と
言

い
つ
つ
、
本

論
中
で
は
、
こ
れ
ま
た
逆
に
、
「他
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
信
頼

で
き
な

い
」
あ
る
い
は

「他

の
多
数
の
資
料
に
見
ら
れ

る
の
で
信
頼
で
き
る
」

ほ
う

と

い
っ
た
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

、
「舜
典
」
中
で
、
放

せ
い

た
ん
し
ゅ

齊
は
尭

の
子
丹
朱
を
推
薦
す
る
。
尭
は
こ
れ

を
拒
否
す
る
。
徐
論
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
、
放
齊
の
名
は
他
書
に
見
え
な
い
か
ら
と
い
う
理
由

で
、
こ
の
内
容
は
条
理
に
遠

い
と
結
論
づ
け
る
。
こ
う

い
っ
た
論
証

の
し
か
た
が
他

に
も
幾

つ
か
見
ら
れ
る
こ
と
。

こ
れ
は
第

一
の
基
準

と
矛
盾
し
て
お
り
、
第

一
の
基
準
そ
の
も
の
が
妥
当
で
は
な
い
結
果

だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
さ

ら
に

一
歩
立
ち
入

っ
て

検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
章

の
後
半

で
改
め
て
論

じ
よ
う
。
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三
、
基
準

の
第
二
は
、
考
古
学

の
成
果
を
基
準
に
し
て
文
献

の
内

容
を
検
証
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
文
献
の
内
容
が
考
古
学
上

の

成
果
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
あ
り
得

る
か
、
信
じ
ら
れ
る
か
。
考
古

学
に
こ
う

し
た
基
準
を
求

め
る

こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
か

つ
基
準
と

し
て
成
り
立

つ
。
徐
論

は
、
そ

の
基
準
に
よ
っ
て
、

a
信
じ
ら
れ
る

も
の
、
b
可
能
性
が
あ
る
も
の
、

c
可
能
性
の
な
い
も
の
、
こ
の
三

者
に
分
類
す
る
。
こ
れ
も
な
る
ほ
ど
も

っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
だ

が
厳
密
に
検
討

し
て
み
る
と
こ
の
点
に
も
問
題
が
生
じ
る
。
即
ち
、

論
文
中

で
は
実
際
に
は
こ
の
基
準
は
厳
密
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。

a
類
と
b
類
と
は
厳
密

に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
い
ま

い
に
「あ

り
得
る
こ
と
」
「信
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
て
お
り
、
a

類
か
、
b
類
か
は
、
読
者
に
は
判
断
し
難
い
。

つ
ま
り
は
、

a
と
b

と
は
、
そ

の
区
別
自
体
余
り
大
き
な
意
味

は
持

っ
て
い
な
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
考
古
学

の
成
果
と
文
献
資
料
と
の
結
合
自
体

は
必
要

で

あ
る
が
、
論
中
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「あ
り
得
る
、
信
頼

で

き
る
」

こ
の
程
度

で
よ

い
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

四
、
『
尚
書
』
が
孔
子
に
よ

っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に

つ

い
て
。

徐
論
は
指
摘
す
る
。
近
代
の
疑
古
派

の
人
た
ち
は
、
尭
舜
禺
は
全

て
神
話
中

の
人
物

で
、
そ
の
真
実
性
に
は
問
題
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、

彼
ら
は
元

々
神
話
中
で
も
存
在
は
認
め
ら
れ
ず
、
根
本
的
に
儒
家

の

孔
子

・
孟
子
が
捏
造
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
こ
れ
は
古

い
や
し

人
を
誹
諦
し
既
め
る
も
の
で
、
『論
語
』
を
読

め
ば
、
孔
子
が
尭
舜
禺

を
捏
造
し
た
可
能
性
は
全
く
あ
り
得
な
い
こ
と
、
明
々
白
々
で
あ
る
。

孔
子
は
尭
舜

に
対
し
敬
度
な
話
を
話
し
て
お
り
、
そ
の
孔
子

の
話
を

分
析
す
れ
ば
、
何
の
臆
想
、
何

の
捏
造
が
あ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で

あ
る
。
禺

に
つ
い
て
は
更
に
具
体
的

で
あ
る
。
『論
語
』

「泰
伯
」
篇

か
ん
ぜ
ん

で

「禺
は
、
吾
、
間
然
と
す
る
無
し

(と
や
か
く
言
葉
を
差
し
挟
む

余
地
は
全
く
な
い
)
。
飲
食
を
菲

(う
す
)
く
し
て
、
孝
を
鬼
神

に
致

あ

ふ
つ
ぺ
ん

し
、
衣
服
を
悪
し
く
し
て
、
美
を
繊
昆

(冠
飾
り
)
に
致
し
、
宮
室

い
や

こ
う
き
ょ
く

を
卑
く
し
て
、
力
を
溝

油
に
壷
く
せ
り

(力

を
農
業
の
用
水
路

に
尽

く
し
た
)。
禺
は
、
吾
、
間
然
と
す
る
無
し
」
。
禺
に
対
し
て
異
議
を

唱
え
る
個
所
は

一
点
も
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

『尚
書
』
に
つ
い
て
は
、
『尚
書
』
と
孔
子
と

の
関
係

は
認
め
る
が
、

『尚
書
』
は
孔
子
が
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
前
人
の
記
録

の
基
礎
の

上
に
孔
子
が
あ
る
種

の
整
理
作
業
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

孔
子
が
目
に
し
た

『尚
書
』
と
現

『尚
書
』

に
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て

或
る
異
同
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
例
え
ば
、
『左
傳
』

(文
公

一

八
年
)
に
引
く

『尚
書
』
虞
書

の
引
用
は
、
虞
書
引
用
部
分
自
体
は

同
じ
も
の
だ
が
、
内
容
は
現

『尚
書
』
と
異
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
に

き
よ
う
こ
う

か
ん

出

る

「四
凶
」
は
顔
ぶ
れ
を
異
に
す
る
。

「舜
典
」
で
は
共

工

・
謄

と
う

さ
ん
び

ょ
う

こ
ん

こ
ん
と
ん

き

ゅ
う

き

と
う
こ
つ

と

う
て
つ

兜

二

二
苗

・
縣

。

『左

傳

』

で

は

渾

敦

・
窮

奇

・
梼

机

・
饗

甕

で
あ

が
い

る
。
ま
た

『左
傳
』
が
舜
が
登
用
し
た
と
挙
げ
る
賢
人

「八
凱
」
と

げ
ん

「八
元
」
の
顔
ぶ
れ
も
現

「舜
典
」
の
登
用
し
た
賢
人
に
は
出
な
い
。
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五
、

そ
れ
で
は
、
原

『尚
書
』
成
書

の
時
期
は
何
時
か
で
あ
る
。

私

(中
島
)
の
考
え
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
「発
典
」
中
の

〈四
仲
星
中
〉

(春
分
等
、
二
至
二
分

の
昏
時

に
お
け
る
星
の
南
中
)

現
象
の
記
事
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
と
考
え
る
。
徐
論

は
、

こ
の
天

じ
く

か

て
い

文
現
象

に

つ
い
て
は
、
竺
可
槙
の
結
論
を
採
用
し
、
股
末
周
初

の
天

文
現
象

だ
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
天
象

の
記
事
は
西
周
初
期
乃

至
中
期

に
追
記
さ
れ
た
と
考
え
る
。

「発
典
」
〈
四
仲
星
中
〉
天
文
観

測
の
現
象

が
毅
末
周
初

の
現
象
で
あ
る
か
否
か
は
、
『尚
書
』
の
成
書

の
根
幹

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
判
断

は
実
は
き
わ
め
て
重
要

で
、
『尚
書
』
の
成
立
自
体
に
関
す
る
枠
組
み
を
作

る
も

の
で
あ
る
。

私

(中
島

)
は
、
竺
可
槙

の
論
に
は
致
命
的
な
誤
り
が
あ
り
、

こ
の

殿
末
周
初
説
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

に

つ
い
て
は
後
章

で
検
討
す
る
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
た
結
果
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

〈夏
商
周
断
代
工
程
〉
で
出
さ
れ
た
結
論
、
夏
王
朝
成
立
時
期
を
紀
元

前
約

二
千
余
年
と
す
る
説

に
ほ
ぼ

一
致
す
る
結
果
が
出

て
き
た
の
で

あ
る
。

こ
れ
は

『尚
書
』
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
中
国
文
明
の
枠
組

み

に
関
わ

る
き
わ
め
て
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。

六
、
文

明
の
発
展
段
階
と
登
用
人
物
に

つ
い
て
の
結
論
は
以
下
で

あ
る
。

文
明

の
発
展
段
階

に

つ
い
て

国
家
成
立

:
中
国
の
国
家
の
成
立
に

つ
い
て
股
商
期
と
す
る
意
見

が
あ
る
が
、
国
家
成
立
は
夏
代
に
晩
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

暦
法

:

一
年
を
三
六
六
日
と
し
、
閏
月

で
調
整
す
る
太
陰
太
陽
暦

ぎ

ょ
う
え
つ

を
採
用
し
た
。
論
語

の
発

日
篇
で
、
発

が
舜
に
位
を
譲

っ
た
時
、

な
ん
じ

「杏

(あ
あ
)
爾

(な
ん
じ
)
舜
よ
、
天

の
暦
数
は
爾
が
躬

(
み
)

ち
ゅ
う

に
在
り
、
允

(ま
こ
と
)
も
て
豚

(そ
)
の
中
を
執
れ

(
「允
執

豚
中
」
)
」
と
言

い
、
ま
た

「舜
又
た
禺

に
命
ず
」
と
記
す
。

こ

さ
ん
ち
ゅ
う

こ
の

「中
」
は
原
意
は
算

簿
を
盛

る
器
具
で
あ
る
。
尭
舜
は
当

時
の
中
原
部
落
大
連
盟

の
首
長
で
あ
り
、
暦
算
は
彼
が
管
掌
す

る
重
要
な
職
掌

の

一
つ
で
、
彼
ら
が
職
務

(帝
位
)
を
授
受
す

せ
ん
ぎ
ょ
く

る
際
、
算
籠
を
盛

る
箱

を
捧
げ
持

っ
た

こ
と
を
言
う
。
顯

碩

な
ん
せ
い
じ
ゅ
う

か

せ
い
れ
い

(五
帝
中

の
第

二
位
帝
)
が
南
正

重
と
火
正
黎
を
官
職
に
就
け

て
天
文
観
測
を
行

い
、
こ
れ
が
暦

の
基
礎
と
な
り
、
そ
の
文
化

が
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『史
記
・暦
書
』
に

「黄
帝
は
…
…

消
息
を
起

こ
し
閏
餓
を
正
し
た
」
と
あ

る
。

こ
の
黄
帝
時
に
す

で
に
原
始
暦
法
を
知

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
仰
紹
晩
期
遺
肚

に
ち
う
ん

の
出
土
陶
器
に
太
陽
紋
、
月
紋
、
日
量
紋
及
び
星
座
紋
等

の
天

象
図
象
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る
観
測

に
よ
っ
て
暦
法

の
認
識

が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
従

っ
て
、
「尭
典
」
中

の
四

人
を
四
方
に
派
遣
し
て
日
月
星
辰
を
観
測
し
た
説
は
信
用
で
き

る
。
当
時
、
「天

の
暦
数
」
を
知

っ
て
い
た
こ
と
は
十
分
可
能
で

あ
る
。

地
方
制
度

(巡
狩

・
十
二
州

・
九
州
)
:

巡
狩

:
あ
り
得

る
こ
と
。
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図表30〈 「禺貢 」九 州図 〉

出所:『 中國歴史大地圖』(箭 内亘編著)台 湾:文 理出版社、1973年 。

十
二
州

:
十
二
は
大
数

(大
い
な
る
数
字
)

で
あ
る
。

つ

ま
り
大
き
な
数
値
を
「十
二
」
と
し
、

実
数
で
は
な
い
。

九
州

:
従
来
は
、
九
州
な
る
制
度

は
上
古
に
は
な
く
、
書

中

の
地
理
知
識
は
戦
国
七
雄
が
達
し
た
境
域

に
限
ら
れ

る
と
し
て
、
戦
国
時
代

の

「大

一
統
」
思
想
が
古
に
託

し
臆
想
に
よ

っ
て
生
み
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
考
古
学
的

に
見
る
と
、
夏
代
は
ほ
ぼ
龍
山

時
代
に
相
当
す
る
。

こ
の
龍
山
期
の
文
化
区
画
と

「禺

貢
」
九
州
の
区
画
と
は
ほ
ぼ
基
本
的

に
相
似
し
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
、
"九
州
"
の
区
域
区
分
に
は
信
頼
性
が
あ
る

と
徐
論
は
述

べ
る
。
九
州
と
新

石
器
文
化
が
ど
の
よ
う

な
対
応
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
徐
論
以
降

の
最

そ

へ
い

き

ひ

こ
う
つ
う

近

の
研
究
結
果
、
即
ち
蘇
乗
埼
及
び
費
孝
通
ら
の
、
「多

元

一
体
」
の
文
化
類
型
が
こ
の
九
州
に
当
た
る
の
説
が

出
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
説

は
拙

論
上
篇

で
紹
介

し
た

(
『中
国
21
』
細
・15

「歴
史
と
神
話

へ
の
視
座

上
篇
」

七

一
頁
参
照
)
。

産
物

:
鉄

(鐵
)

の
使
用

鉄
が

「萬
貢
」
に
出

て
く
る
こ
と

か
ら
、
「萬
貢
」
成
立

時
期
が
戦
国
以
後
と
さ
れ
て
き

た
が
、
戦
国
時
期

に
初

め
て
鉄
器
使
用
が
認
め
ら
れ
る
と
の
見
解
は
す
で
に
過

こ
う
じ
ょ
う
だ
い

去

の
も
の
で
あ
る
。
河
北
藁

城

壼
西
村
商
代

(前

一
四

じ
ん

え
つ

世
紀

H
中
島
付
記
)
遺
吐
か
ら
鐵
刃
銅
鍼
が
出
土
。
商
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い
ん
て

つ

(股
)
代
に
鐵

(唄
鐵
H
阻
石
の
鉄
を
使
用
し
た
も
の
)
の
使

カ
く
こ
く

用

が
認
め
ら
れ
る
。
河
南
三
門
峡
上
村
嶺
號
國
墓
地
出
土

の

銅
柄
鐵
剣

は
西
周
晩
期

の
も
の
で
あ
る
。
春
秋
時
期
に
は
鉄

制
農
具
、
兵
器
及
び
容
器
が
出
現
。
そ
の
鉄
器
使
用
は
広
範

で
あ
る
。

七
、
登
用
人
物
に

つ
い
て

人
名
に

つ
い
て
:

人
名

は
個
人

の
名

で
あ
る
と
同
時
に
氏
族

の
名
で
も
あ
る
。
同

一
名

が
出
て
き
て
も
同

一
人
物
を
意
味
し
な
い
。
同

一
人
物
と

す
る
と
、
様
々
な
矛
盾

が
生
じ
る
こ
と
と
な
る

(中
島
付
記

目

一
つ
の
名
は
、
個
人
名

で
あ
り
、
同
時
に
後
喬
の
個
人
も
そ

の

名
で
呼
ぼ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
氏
族
名

・
種
族
名
で
あ
り
、
ま

た
地

位

・
官
職
名

で
あ
り
得
る
。
ち
ょ
う
ど
日
本

の

「天
皇
」

と
い
う
地
位
と
呼
称
、
及
び
歌
舞
伎
役
者
、
相
撲
の
行
司
、
落

語
の
師
匠
等

の
襲
名
に
似
て
い
る
)
。

ぎ

か

義
和

:
尭
が
天
象

の
観
測
に
義
和

の
四
人
を
四
方
に
派
遣
し
た
と

す
る
の
は
矛
盾
し
た
言

い
方
。
義
和
が

一
人
で
あ
る
と
す
る
顧

韻
剛

の
見
解

は
正

し
い
。

し
ょ
く

せ

つ

こ
う
よ
う

二
十

二
人

の
任

官

(禺

・
稜

・
契

・
皐

陶

・
垂

…

…

等

々

)

に

つ

い

て

:

禺

・
皐

陶

・
益

・
伯

夷

:
当

時

の
人

で

あ

る

。

異

説

は

な

い
。

垂

・
蔓

:
古

書

中

に

そ

の
伝

説

は
あ

る

も

の

の
、

何

時

の
人

か

は
明
ら
か
で
な
い
。

龍

:
古
書
中
、
記
載
は
な
い
。
別
に
来
源
が
あ
る
か
。

稜

(周
棄
)
:
『國
語
』
『左
傳
』
に
見
え

る
棄

(棄
稜
)
は
、
夏

末
に
生
ま
れ
得
た
が
、尭
舜
禺
ま
で
は
潮
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

后
稜
は
尭
舜
禺

の
頃
で
あ
る
。
伝
承
に
は
矛
盾
が
多
く
、
疑

を
存
す
る
か
、

一
家

の
意
見
に
従
う
か
で
あ
る
。

て
い

契

(股
商
の
祖
)
:
『國
語
』
諦
祭
か
ら
す
れ
ぼ
、
有
虞
氏
か
ら

出
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

皐
陶

:
当
時
同
時
代

の
人
で
あ
る
が
、
東
夷
集
団
に
属
す
る
人

か

か

で
あ
る
。
「尭
典
」
記
載
か
ら
は
す
で
に
華
夏
族

(漢
族

の
前

身
)
に
属
す
る
。
『國
語
』
『左
傳
』

の
記
載
か
ら
は
、
「尭

典
」
に
あ
る
よ
う
に
彼
が
刑
罰
を
担
当
し
て
い
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

最
初
に
述
べ
た
第
二
の
基
準
の
問
題

(文
献
の
信
頼
性
の
基
準

の

問
題
)
に
つ
い
て
、
以
下

で
、
立
ち
入
っ
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
問

題
は
、
こ
の
時
期

(黄
帝
か
ら
発
舜

の
五
帝
期
、
さ
ら
に
禺
に
か
け

て
の
時
期
)
を
考
察
す
る
に
際
し
て
の
、
文
献
を
判
断
す
る
際
の
基

準
と
な
る
、
き
わ
め
て
根
本
的
な
方
法
論
上
の
原
則
の
問
題

で
あ
る
。

ま
ず
、
や
や

こ
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
の
問
題

の
文
献
学
的

な
面

に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
。

と
ら

こ
れ

げ
ん

「舜

、

尭

を

平

陽

に

囚

う

。
之

(発

)

よ

り

帝

位

を
取

る
。
今

、
見
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(現
)
に

"囚
尭
城
"
有
り
」
の
文
章
が
あ
る
。
こ
の
文
章
が
問
題

の

焦
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
ど
こ
に
出
る
か
で
あ
る
。
現
在
、
中
国
で
発

表

さ
れ
て

い
る
論
文
で
は
、
こ
れ
は

『竹
書
紀
年
』
に
出
る
も
の
と

ム　
　

し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『黄
河
文
化
史
』
は

「古
本

『竹
書
紀

年
』
に
曰
く
云
々

(文
同
、
略
)
。
尭
が
禅
譲
し
た
の
で
は

な
く
、
舜

が
纂
奪
し
た
こ
と
は
き
わ
め
て
明
確

で
あ
る
」
と
述

べ
て

い
る
。
そ

の
他
、
多
く
の
論
著

が
皆

『竹
書
紀
年
』
に
言
う
と
し
て

し
ん
し
ょ
う
き
ん

ムヨ
　

し
ょ
う
し
ょ
う

ふ

い
る

(例

"
沈

頒

金

『二
十
世
紀
疑
古
思
潮
』
。
瀟

蓬

父

「郭
店

ムき

楚
簡
的
価

値
和
意
義
」
等
々
)
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
問
題
が
あ
る
。

き
ゅ
う

『竹
書
紀
年
』
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
巫
日
時
代
に
汲

ち
ょ
う

家
か
ら
出
た
本
で

「汲
家
書
」
と
言
わ
れ
る

一
連
の
も

の
の

一
つ
で

ぼ
う
い
つ

あ
る
が
、
今
は
失
わ
れ
た

〈亡
侠
書
〉
で
あ
る
。
重
要
な
亡
侠
書
は
、

後
世

の
人

が
他

の
諸
文
献
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
集
め
て
き
て
、

し
ゅ
う
い
つ
し
ょ

出
来

る
限
り
復
元
を
試
み
る
。
こ
れ
が

〈輯

侠
書
〉
と
言
わ
れ
る
書

で
あ
る
。
『竹
書
紀
年
』
も
多
数

の
学
者
が
復
元
を
試
み
、
名
あ
る
も

の
で
十
種

以
上

の
輯
侠
書
が
で
き

て
い
る
。
著
名
な
も
の
で
、
清
の

し

ゅ
ゆ
う
そ
う

朱
右
曾

『古
本
竹
書
紀
年
輯
校
』
と
王
国
維

の
同
本

の
補
が
あ
る
。

こ
の
二

つ
の
輯
侠
書
に
は
、
実
は
、
今
、
焦
点
と
な

っ
て
い
る
文
は

入

っ
て

い
な
い
。
そ
し
て
近
年
出
た
方
詩
銘

・
王
修
齢
編

『古
本
竹

ム　
　

書
紀
年
輯

讃
』
に
は

〈夏
紀
〉
以
後
し
か
載
せ
な

い
の
で
、
当
然
こ

の
文
も
載

せ
て
い
な
い

(前
掲

『黄
河
文
明
史
』
は
、
前
掲

『竹
書

紀
年
』
文

が
こ
の
方
詩
銘

・
王
修
齢
編

の
書
に
出
る
と
注
し
て
い
る

が
、
こ
れ

は
二
重

の
誤
り
で
あ
る
)
。
そ
し
て
、

一
九
五
六
年
に
出
版

は
ん
し
ょ
う
よ
う

さ
れ
た
輯
侠
書
、
萢

祥

雍

『古
本
竹
書
紀
年

輯
校
訂
補
』

(上
海
、

新
知
識
出
版
社
)
に
は
、
〈補
〉
と
し
て
二

つ
の
文
、
「尭

の
末
年
、

と
ら

な

徳
衰
え
、
舜

の
囚
う
る
所
と
爲
る
」
と

「舜
、
尭
を
囚
え
、
復
た
丹

え
ん
そ
く

あ
い
ま
み

朱

(発

の
息
子
)
を
便
塞

(幽
囚
)
し
、
父

と
相
見
え
ざ
ら
し
む
」

を
挙
げ
、
そ
こ
に
こ
う
記
し
て
い
る
。
「以
上

の
二
則

(
こ
の
二
つ
の

ち
ん
ほ
う
こ
う

文
)
を
考
察
す
る
に
、
陳
逢
衡

『竹
書
紀
年
集
謹
』
で
は

『汲
家
環

語
』

の
文
と
し
て
い
る
。
朱
右
曾

の
説
、
王
国
維
の
説
も
同
じ
で
あ

る
。
『路
史
』
『簑
宇
記
』

の
原
本
で
は
引

い
て
き
て

『
(竹
書
)
紀

年
』
と
し
て
い
る
。
朱

・
王
の
二
人
の
見
解

は
憶
測
に
過
ぎ
な
か
ろ

う
し
、
確
証
も
な
い
」
。
結
局
、
こ
の
輯
秩
本

の
編
者
萢
祥
雍
は

『竹

書
紀
年
』
の
文
と
扱

っ
て
い
る
の
だ
が
、
私

(中
島
)
が
考
察
す
る

に
、
こ
れ
は
や
は
り
朱
右
曾
と
王
国
維

の
方
が
正
し
い
。
何
故
か
。

そ
れ
は

『竹
書
紀
年
』
の
尭
と
舜

の
箇
所
を
通

し
て
読
ん
で
み
れ
ば
、

そ
こ
の
話
は

一
貫
し
て
お
り
、
話
中
に
、
こ
う
し
た
舜
が
尭
を
囚
ら

し
ん
じ

ょ

そ
く
せ
き

え
た
と
の
挿
話
が
介
入
す
る
余
地
は
な
い
。
さ
ら
に

『座日
書
』
束
哲

傳

に
は
こ
の
汲
家
出
土

の
文
献
に
つ
い
て
の
簡
単
な
解
説
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で

『竹
書
紀
年
』
に

つ
い
て

こ
う
記
す
。
「ほ
ぼ

『春

秋
』
等
の
書
と
相
応
ず

る
も
の
だ
が
、
中
に
経
傳
と
大
き
く
異
な
る

も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
六
項
を
挙
げ

て
い
る
。

一

「夏

お
か

年

は
股

よ

り

長

年

で
あ

る
」
、

二

「益

、
啓

の
位

を

干

す

。
啓

、
益

を

い

い
ん

き

れ
き

殺
す
」
、
三

「太
甲
、
伊
サ
を
殺
す
」
、
四

「文
丁
、
季
歴
を
殺
す
」
、

五

「周

の
受
命
よ
り
穆
王
に
至
る
ま
で
百
年

は
、
穆
王
寿
百
歳
と
異

な
る
」
、
六

「幽
王
既
に
亡
く
な
り
、
共
伯
和

な
る
者
有
り
て
天
子

の

24g一 歴史 と神話 への視座(下 の三)



事
を
摂
行

す
る
は
、
二
相
、
共
和
す
る
に
非
ず
」
で
あ
る
。
そ
の
六

項
中
に
は

「舜
、
発
を
囚
に
す
」
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

『晋

書
』
執
筆
時

(『巫日
書
』
は
唐
初

の
房
玄
齢
等

の
執
筆
)
に
は
汲
家
書

を
見
て

の

『脅
書
』
編
纂
で
あ
り
、
彼
ら
が
見
た

『竹
書
紀
年
』

に

「舜
、
尭

を
囚
に
す
」
の
記
事
が
な
か

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
か

つ
ま
た

『汲
家
環
語
』
な
る
、
こ
れ
ま
た
汲
家
か
ら
出
土
し
た
亡
侠

こ
う

い

け
ん

書

の
輯
侠
書
が
作
ら
れ
て
い
る
。
清
、
洪
願
燈
輯

『汲
家
項
語
』
に

も
同
文

が

『汲
家
環
語
』

の
文
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
洪

ち
ん
ほ
う
こ
う

願
燈
、
さ
ら
に
前
掲
陳
逢
衡

『竹
書
紀
年
集
謹
』
、
朱
右
曾
、
王
国
維

の
考
え

の
方
が
正
し
く
、
萢
祥
雍
の
方
が
単
な
る
憶
測
だ
と
私
は
考

え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
見
解
は
推
測

で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
断
言
で
き

る
だ
ろ
う
。
『竹
書
紀
年
』
と

『汲
家
項
語
』
で
は
、
文
献

の
格
が
違

い
、
『竹
書
紀
年
』

の
方
が
数
等
、
上
で
あ
る
。
『巫
目書
』
束
哲
傳

の

記
載
に
よ

る
と
、
『項
語
』
は
各
国
の

「夢
を
占
い
、
妖
怪
を
ト
し
、

そ
う

「相
」
を
見
る
占
ト
の
書
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『竹
書
紀
年
』

が
魏
国

の
史
書
で
あ
る
の
と
は
性
格
を
異
に
し
、
『項
語
』
は
民
間

の

占
い
等
の
習
俗
を
記
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、歴
史

の
記
録
と
は
異
な

っ

て
い
る

こ
と
に
注
意
が
要
る
。

と

こ
ろ
で
、
『竹
書
紀
年
』
と

い
い
、
『汲
家
項
語
』
と
い
う
、
そ

の
輯
侠
は
ど
の
書

の
引
用
か
ら
復
元
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

唐

の
張
守
節
が

『史
記
』
に

『史
記
正
義
』
な
る
注
釈
書
を
作

っ
て

か

つ

ち

し

い
て
、
張
守
節
は
当
時
存
在
し
た

『括
地
志
』
に
完
全
に
依
拠
し
て

『史
記
』
中

の
古
代
の
地
名
に
注
釈
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
『括
地
志
』

も
そ
の
後
亡
侠
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
書
は
、
張
守
節

の
注
に
よ
っ

て
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
後
世
に
伝
わ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
輯
侠

本

『括
地
志
』
の
十
中

の
八
、
九
は
、
張
守
節

『史
記
正
義
』
に
よ
っ

て
復
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『史
記
』
注
釈
書

で
あ
る
張
守
節
の
こ
の

『史
記
正
義
』

の
中
か
ら

『括
地
志
』

が
復

元
さ
れ
、
か

つ
汲
家
書

『竹
書
紀
年
』
『汲
家
磧
語
』
も
復
元
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の

『史
記
正
義
』
で
は
、
『史
記
』
五
帝
本
紀

の
尭

の
箇
所

「舜
、

さ

丹
朱
を
南
河

の
南
に
辟
け
る
」
に
張
守
節

の
注
が

つ
け
ら
れ
お
り
、

ぼ
く

そ
の
注

の
中

に
こ
う
あ
る
。

「『括
地
志
』

に
云
う

"故
き
発
城
は
漢

け
ん
じ
ょ
う

州
郵

城

縣
東
北
十
五
里
(約
7
キ

ロ
)
に
在
り
。
竹
書

に
云
う
。
,昔
、

え
ん
し
ゆ

発
徳
衰
え
、
舜
の
囚
う
る
所
と
爲
る
ノ。
又
、
偲
朱
の
故
城
有
り
、
縣

の
西
北
十
五
里
に
在
り
。
竹
書

に
云
う
。
,
舜
、
尭
を
囚
え
、
復
た

え

ん
そ
く

丹
朱
を
俣
塞
し
、
父
と
相
見
え
ざ
ら
し
む
也

ー
"
と
」

(「偶
」

「塞
」

共
に

「閉
じ
込
め
る
」
の
意
)
。
今
、
『括
地

志
』
の
輯
侠
本
が
編
纂

さ
れ
て
あ
る
。
現
代

の
賀
次
君

の
輯
校
に
な
る
本
で
あ
る
。
ま
さ
し

く
上
記
の
二
つ
の
文
が
そ
の
ま
ま
出
て
く
る
。
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
張
守
節
は

『括
地
志
』
か
ら

〈竹
書
〉
に
云
う
と
あ
る
引
用

文
を
引

い
て
き
て

『史
記
』
の
注
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

で
は

〈竹

書
〉
と
は
ど
ち
ら
か
が
問
題
に
な
る
が
、
〈竹
書
〉
と
あ
る
だ
け
で
、

こ
れ
だ
け
で
は
ど
ち
ら
か
は
分
か
ら
な
い
。
『竹
書
紀
年
』
も

『汲
家

項
語
』
も
汲
家
か
ら
出
土
し
た

〈竹
書
〉
(
11
竹
簡

の
書
)
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

『括
地
志
』
と
は
ど
の
よ
う
な
本

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
書

り

た
い

は
唐

の
始
め
に
李
泰

(唐

の
皇
室
で
あ
る
魏
王
)
が
主
編
し
た
5
5

ego



0
巻

の
巨
大
な
地
理
書

で
あ
る
。
彼

は
太
宗
皇
帝
李
世
民
の
第
四
子

じ
ょ
う
が
ん

で
、
貞

観

一
六
年

(六
四
二
年
)
に
こ
の
書
を
完
成
、
皇
帝
に
捧
げ

た
。
『括
地
志
』
編
纂

の
時
に
使

わ
れ
た
資
料

は
、
同
本

の
序
略
に
よ

れ
ば

「貞
観
十
三
年
の
大
簿
」

で
あ
る
と
あ
る
。
彼
が
当
時
存
在
し

た
、
こ
の

『大
簿
』
に
記
す
と

こ
ろ
か
ら
取

っ
た
、
あ
る
い
は
直
接

〈竹
書
〉
を
見
て
、
記
述
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
信
頼

の
置
け
る
記

述

で
あ
る
が
、
や
は
り

『竹
書
紀
年
』
か

『汲
家
項
語
』
か
は
決
め

兼
ね
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の

〈竹
書
〉

に
記
さ
れ
た
内
容
は
興
味
深

ぼ
く

け
ん
じ
ょ
う

い
も
の
で
あ
る
。
『括
地
志
』
に
よ
れ
ば
故
尭
城
が
漢
州
郵

城

縣
東

北
に
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
漢
州
郵
城
縣
と
は
現
在

の
山
東
省

け
ん
じ
ょ
う

郵

城

県

で
あ
る
。
山
東
省

の
西
端
、
河
南
省
と
の
省
境

に
近

い
。
唐

の
当
時
、
漢
州

の
州
治

の
置
か
れ
た
地

で
あ
る
。
三
国
魏

の
時
、
曹

植
が
こ
の
地
に
封
ぜ
れ
た
地
で
も
あ
る
。

こ
の

『括
地
志
』
の
記
載

に
は
、

一
つ
は

『括
地
志
』
自
体

の
地

の
文
、
二
つ
は
引
用
さ
れ
た

〈竹
書
〉
(多
分

『汲
家
項
語
』
)
の
引
用
文
、
こ
の
両
種
が
あ
る
。
『汲

家
項
語
』
は
前
記
し
た
よ
う
に
、
西
巫日
の
時

(二
七
九
年
)
戦
国
時

代
晩
期
の
魏
王
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
書
で
あ
る
。

つ
ま
り
戦
国
晩
期

以
前
の
文
献
で
あ
る
。

一
方
、
『括
地
志
』
の
地
の
文
に
は

「故
の
発

城
は
撲
州
郵
城
縣
東
北
十
五
里
に
在
り
」
「便
朱
の
故
城
有
り
、
縣

の

西
北
十
五
里
に
在
り
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
同
じ
箇
所
に
同

県
の

「陶
丘
」
が
記
さ
れ
、
こ
れ
は

『史
記
』
夏
本
紀

(即
ち

『尚

い
つ

け
い

書
』

「禺
貢
」
の
記
載
)
の

「洪

(川
名
)
、
榮

(榮
水
)
と
爲
り
、

東
、
陶
丘

の
北
に
出
る
」
と
い
う

「陶
丘
」
だ
と
の
注
が
付
け
ら
れ

て

い

る
。

つ
ま

り

は

、

こ

の
地

は
尭

・
舜

・
禺

が

そ

の
昔

活

躍

し

た

え
ん
そ
く

土
地
で
あ
る
。
「便
朱
」
と
は
尭
の
子
丹
朱
を

「催
塞
」
し
た

(閉
じ

こ
め
た
)
地
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
唐
初

の
地
理
志

の
記
述
に
、

民
間
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
尭
時
に
関
わ
る
伝
承
が
出
る
の
で
あ
る
(竹

書
に
よ

っ
て
で
き
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
不
詳
で
あ
る
)
。
以
上

が
文
献
学
上

の
問
題

で
あ
る
。

問
題

は
最
初
に
挙
げ
た
文
献
判
断

の
基
準

の
問
題

で
あ
る
。
こ
れ

は
、
か
か
る
伝
説
時
代
か
ら
歴
史
時
代

へ
と
向
か
う
時
期

の
文
献
資

料

の
信
頼
度
を
ど
う
見
れ
ば
よ
い
か
、
と

い
う
方
法
論
上
の
原
則
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
徐
論

の
い
う
よ
う
に

〈正
統
〉

系
統
化
資
料
よ
り
も

〈傍
系
〉
非
整
理
資
料

を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ど
う
か
。
〈傍
系
〉
資
料
優
先

の
原
則
が
、
果
た
し
て

一

般
的
に
ど
こ
ま
で
妥
当
性
を
持

つ
か
で
あ
る
。

徐
論

に
よ
れ
ば
過
去
に
は

〈正
統
〉
系
統

化
資
料
が
優
位
に
あ

っ

た
と
い
う
。

こ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
徐
論

は
今

の
新

史
学
は
そ
う
で
は
な
い
、
そ
の
逆

に

〈傍
系

〉
非
整
理
資
料
で
も

っ

て

〈正
統
〉
系
統
化
資
料
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
。

〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
が
優
先
す
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
妥
当

だ
ろ
う
か
。

も
し
そ
う
な
ら
、
〈正
統
〉
系
統
化
資
料
の

『尚
書
』
頭
三
篇
よ
り

も
、
〈傍
系
〉
非
整
理
資
料

で
あ
る

『竹
書
紀

年
』
と
か

『汲
家
項

語
』
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
と
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す
る
な
ら
、
あ
れ
ほ
ど
の
拡
が
り
を
持

っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る

尭
舜
禺
の
禅
譲
伝
承
よ
り
も
、
『汲
家
環
語
』
に
出
る

「舜
、
尭
を
囚

に
す
」
の
方
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る

の
だ
ろ
う

か
。
私
は
、
や
は
り
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
禅
譲
伝

承
は
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
考
え
る
。

か

つ
、

こ
こ
で
い
う

〈正
統
〉
系
統
化
資
料

の
中
身
に

一
歩
立
ち

入

っ
て
検

討
を
加
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徐
論
に
い
う
よ
う

に
、
〈正
統
〉
系
統
化
資
料
と
は

『尚
書
』
頭
三
篇
、
『周
易
』
繋
僻

傳
、
『國
語
』
、
『左
傳
』
、
『史
記
』
五
帝
本
紀

・夏
本
紀

・
周
本
紀
で

あ
る
。
だ

が
、
こ
れ
ら

〈正
統
〉
系
統
化
資
料
も
皆

一
様

で
は
な
い
。

『史
記
』
五
帝
本
紀
等
が
そ
れ
以
前

に
あ

っ
た
資
料
を
と
り
ま
と
め
系

統
化
し
た
史
書

で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
は
確
か
で
あ
る
。
『國
語
』
『左

傳
』
が
史
料
と
し
て
信
頼
性
の
高

い
こ
と
は
、
前
に
す
で
に
検
討
し

終
え
た
。
『周
易
』
繋
僻
傳
は
、
中
身

は
抽
象
性
の
強

い
哲
理
と
伏
犠

に
関
す
る
伝
承
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
直
接
関
係
が
な
い

の
で
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
さ
て
置

い
て
お
こ
う
。
問
題

は

『尚
書
』

頭
三
篇
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
今
ま
さ
し
く
そ
の
検
討
を
進
め
よ

う
と
し
て

い
る
対
象

で
あ
り
、
検
討

の
結
果
が
出
れ
ば
、
そ

の
結
果

は
方
法
論
的
な
原
理

の
中

に
組
み
入
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一

方
、
『竹
書
紀
年
』
と

『
汲
家
項
語
』
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
、
先

に
述

べ
た
通

り
、
戦
国
魏

の
史
書
と
雑
書

で
あ
る
。
確
か

に

〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
と
言

っ
て
差
し
支
え
な

い
。
『竹
書
紀
年
』

は
、
魏

の
国
に
伝
わ
る
戦
国
期

の
史
書
と
し
て
か
な
り
高

い
評
価
を

受
け
て
も
い
る
。
内
容
的
に
は
信
頼

で
き
る
資
料
と
で
き
な

い
資
料

と
が
半
ば
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
『汲
家
項
語
』
は
書

の
性
格
か
ら
も

民
間
伝
承
を
伝
え
て
は
い
る
が
、
史
書
と
し

て
の
信
頼
性

に
は
今

一

つ
飽
き
足
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。

だ
と
す
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
我
々
は
ど
う

い
う
結
論
を
導
き
出
せ

ば
よ
い
か
。
〈正
統
〉
系
統
化
資
料
が
優
先
す

る
か
、
そ
れ
と
も

〈傍

系
〉
非
整
理
資
料
が
優
先
す
る
の
か
。
今

こ
こ
に
興
味
深

い
見
解
が

あ
る
。
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

し
ん
し

ょ
う
き
ん

そ
れ
は
沈

頒

金

の

『二
十
世
紀
疑
古
思
潮
』
中

の
論

で
あ
る
。
こ

ム
　
　

れ
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
沈
頒
金
論
文
の
要
旨
は
以
下
で
あ
る
。

お

と
り
こ

こ
れ

『竹
書
紀
年
』
に

「舜
、
尭
を
平
陽
に
干

い
て
囚
に
し
、
之
よ
り

お
か

こ
れ

帝
位
を
取
る
」
及
び

「益
、
啓
の
位
を
干

し
、
啓
之
を
殺
す
」
の

記
載
が
あ
る

(中
島
付
記

"
前
記
し
た
よ
う
に
前
者
は

『竹
書
紀

年
』
で
は
な
く
、
『汲
家
項
語
』
)
。
禅
譲
と

い
う
制
度
は
、

一
体
、

存
在
し
た
の
か
否
か
。
権
力
移
行
に
つ
い
て
は
、
〈選
挙
〉
と

〈争

奪
〉
な
る
二
つ
の
説
が
あ
る
。
顧
頷
剛
は
論
文

「禅
譲
説
は
墨
家

よ
り
始
ま
る
」

で
禅
譲
説
は
墨
家
が
彼
ら

の

「尚
賢
」

(賢
者
尊

重
)
と

「尚
同
」
(平
等
主
義
)
を
宣
伝
す
る
た
め
に
作
り
出
し
た

も
の
だ
と
し
た
。
顧
頷
剛
論

に
よ
る
と
、
『
墨
子
』
中
に
は
発
か
ら

舜

へ
の
禅
譲
は
あ
る
が
、
舜
か
ら
禺

へ
の
禅
譲

は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
後
人
が
こ
れ
を
付
加
し
た
。
ま
た

『孟
子
』
中

の
禅
譲
物
語

は
墨
家
の
説
が
儒
家
に
流
入
し
、
改
造
さ
れ
て
出
来
上
が

っ
た
も

252



出所

の
で
あ
り
、
『論
語
』

「尭
日
」
篇
も
後
人

が
戦
国
の
郡
術

の
学
説

を
用
い
て
作

っ
た
も
の
だ
、
と
し
た
。

し
か
し
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年

の
龍
山
文
化
時
期

に
は
農
業

・

牧
畜
が
発
展
し
、
私
有
財
産
が
出
現
。
大

波
口
文
化
に
は
す
で
に

貴
族
階
層
、
貧
富

の
差
と
階
層
分
化
が
見
ら
れ
る
。
時
代
は
氏
族

社
会
の
枠
を
越
え
、
大
集
団
共
同
体
が
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
。
(中

ぎ
ょ
う
し
ょ
う

島
付
記

旺
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
、
新
石
器

仰

紹

文
化
に
属
す
る

ぽ
う

よ
う
せ
い
す
い

は

河
南
漢
陽
西
水
披
墓
出
土

の
随
葬
の
貝
殻
文
様
に
は
埋
葬
骨
格

の

横
に
龍
と
虎
が
あ
し
ら
わ
れ
、
王
権
に
も
匹
敵
す
る
と
思
わ
れ
る

権
力
を
持

つ
人
物

の
存
在
が
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。図
表
31
参
照
)
。

夏
王
朝
の
前
夕
、
即
ち
伝
説
中
の
発
舜
禺

時
代
に
は
、
社
会

の
分

化
は
加
速
さ
れ
、
こ
れ
は

「尭
典
」

の
記
載
と
照
応
し
あ
う
も
の

で
あ

っ
て
、

「発
典
」
記
載
に
根
拠
は
な

い
と
は
言
え
な
い
。

郭
店
出
土

の
楚
簡
中
に

「唐
虞
の
道
」
篇
が
あ
る
。

こ
れ
は
早

期
の
儒
家
の
禅
譲
説
に
つ
い
て
述
べ
る
。
従
来
の
学
説
に
存
在
し

た
孔
子
と
孟
子

の
間
の
空
白
を
埋
め
、
賢
人
の
推
挙
、
禅
譲
に
関

す
る
新
し
い
材
料
を
提
供
し
た
。
次

の
よ
う
に
記
す
。

「唐
虞

(陶
唐
氏

の
尭
、
有
虞
氏

の
舜
を
指
す
)
の
道

は
、
禅
じ

て
伝
え
ず

(位
を
禅
譲
し
て
我
が
子
に
伝

え
る
こ
と
は
し
な
い
)。

し
ん

…
…
尭
舜

の
行
い
は
、
親

(肉
親
)
を
愛
し
て
賢
を
尊
ぶ
。
親

を
愛
す
、
故

に
孝
な
り
。
賢
を
尊
ぶ
、
故
に
禅
す
。
…
…
禅
な

あ
が

い

る
は
、
徳
を
上
め
賢
に
授
く
の
謂
い
な
り

(H
禅
譲
な
る
も
の

は
徳
を
上
め
賢
に
授
く
こ
と
を
指
し
て

い
う
も
の
で
あ
る
)
」。
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こ
の
禅
譲
制

に
つ
い
て
の
叙
述

は
、
確
か
に
、
過
度

の

"
仁
"

"義
"

"賢
"
等

の
後
世

の
道
徳
規
範
と
理
想
を
強
調
し
て
い
て
、

事
実
と

の
間
に

一
定

の
距
離
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
時
代

の

〈古
老

推
挙
制
〉
の
史
実
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
往
事
に
関
す
る

追
憶
を
止
め
る
も
の
で
あ
る
。

発
舜
萬

は
、
過
酷
な
実
際
の
闘
争
中

で
生
ま
れ
、
か
つ
部
族

の

成
員
の
推
挙
を
通
し
て
出
て
き
た
集
団
の
指
導
者
で
あ
る
。
禅
譲

制

に
出

て
く
る
人
々
は
、
そ
の
実
、
部
族
集
団
の
領
袖
と
し
て
長

期

の
実
際

の
闘
争
と
い
う
試
練
を
経

て
推
挙
、
擁
立
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。

こ
の
過
程

は
平
和
的
な
禅
譲
で
は
な
く
、
暴
力
を
伴
う

奪
取
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
啓
が
益
を
殺
し
て
自
立
す
る
に
至
る
過

程

は
、
領
袖
た
ち
が
選
挙
か
ら
世
襲

へ
と
向
か
い
、
禅
譲
制
が
終

焉
す
る
と
い
う
転
換
を
物
語
る
。
だ
が
こ
れ
ら
は
決
し
て
禅
譲
制

の
荒
唐
無
稽
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

は
、
〈正
統
〉
文
献
資
料
と

〈傍
系
〉
文
献
資
料
と
ど
ち
ら
に
よ
り
大

き
な
信
頼
性
を
置
く
か
で
あ
る
。
徐
論

で
は
、
〈傍
系
〉
資
料

の
方
が

信
頼
性

は
大
き

い
と
す
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
、

我
々
は
禅
譲
と
世
襲

の
両
制
度

で
、
〈傍
系
〉
資
料
を
優
先
さ
せ
て
禅

譲
を
否
定
し
、
世
襲
、
少
な
く
と
も
権
力
の
暴
力
的
な
奪
取
を
採
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
あ
れ
ほ
ど
広

い
拡
が

り
を
持

つ
禅
譲
説
を
真

っ
向
か
ら
否
定
す
る

こ
と
に
は
た
め
ら
い
が

あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
沈
頒
金
論

が
記
す
通
り
で
あ
る
。

文
献
的
に
も
墨
家
に
先
立

っ
て
今
、
「唐
虞

の
道
」
な
る
資
料
が
郭
店

竹
簡
に
よ

っ
て
日
の
目
を
み
た
。
墨
家
禅
譲
説
開
始
説
は
出
土
文
献

か
ら

い
っ
て
も
成
り
立
ち
得
な

い
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
た
。
と
す

る
な
ら
、
文
献
資
料

の
信
頼
性
と
い
う
原
則

に
お
い
て

〈正
統
〉
資

料
よ
り
も

〈傍
系
〉
資
料
を
優
先
さ
せ
る
と

い
う
基
準
を
立
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
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以
上
が
沈
頒
金
論
文

の
内
容

で
あ
る
。
沈
論

の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
禅
譲
制
は
、
美
化

は
儒
家
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
は
い
る
が
、
史

実
に
属
し
、
実
体
に
は
、
必
ず
し
も
平
和
的
な
権
力
移
行
で
は
な
く
、

暴
力
的
な
奪
取
を
も
伴

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
が
、

〈世
襲
>
11

権
力

の
我

が
子

へ
の
譲
渡
と
代
々
の
世
襲
11
と
は
異
な
る
制
度

〈禅

譲
〉

の
存
在
を
物
語

っ
て
い
る
、
と
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か

ら
我
々
は
次

の
結
論
を
導
き
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
問
題

問
題
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
禅
譲

・
世
襲

に
つ
い
て
は
、
尭
か
ら

舜

へ
の
禅
譲
が
あ
る
。

こ
の
際
、
尭

の
息
子
丹
朱
に
譲
る
か
ど
う
か

が
問
題

に
な
る
。
次

に
、
舜

か
ら
禺

へ
の
禅

譲
が
あ
る
。

こ
の
際
、

舜
の
子
商
均

に
譲
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な

る
。
次
に
、
禺

の
死
後
、

禺
の
子
啓
に
譲

る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
時
、
禺
の
臣
益

に

一
旦
帝
位
を
授
け
る
の
だ
が
、
諸
侯
は
益

を
去

っ
て
、
啓
の
も
と

に
赴
く
。
そ
の
た
め
啓
は
帝
位
を
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
の
最
後

の

一
節
は

『尚
書
』
に
は
出
な
い
が

『史
記
』
に
は
そ
れ



を
記
し
て
い
る
。
『史
記
』
は

『
孟
子
』
萬
章
篇
に
よ
っ
て
こ
こ
を
記

述
し
た
の
で
あ
る
。
以
下

で
あ
る
。
「禺
崩
じ
る
に
及
び
て
、
(天
子

い
え
ど

た
す
く

の
地
位
を
譲
り
)
益
に
授
く
と
錐
も
、
益

の
禺
を
佐
る
日
淺
く
、
天

な
じ

ち
ょ
う

下
未
だ
治
ま
ず
。
故
に
諸
侯
皆
な
益
を
去
り
て
啓
に
朝
し
、
曰
く
"吾

き
み

が
君
萬

の
子
な
り
"
と
。
是
に
於

い
て
啓
、
遂
に
天
子
の
位
に
即
く
」

お
か

と
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

『汲
家
環
語
』
で
は

「益
、
啓
の
位
を
干
す
。

啓
、
益
を
殺
す
」
と
記
す
の
で
あ
る
。

尭
か
ら
舜

へ
の
禅
譲

に
つ
い
て
は
、
『尚
書
』
も

『史
記
』
も
記
す

内
容

は
同

じ
で
あ
る
。
『史
記
』

は

『尚
書
』
を
踏
襲
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ

に
対
し

〈竹
書
〉

(お
そ
ら
く

『汲
家
項
語
』
)
が

「尭

の

末
年
、
徳

衰
え
、
舜
の
囚
う
る
所
と
爲
る
」
と

「舜
、
発

を
囚
え
、

復
た
丹
朱

を
僅
塞
し
、
父
と
相
見
え
ざ
ら
し
む
」
と
記
す
の
で
あ
る
。

一
方
、
禺

の
死
後

に
益
に
帝
位
を
譲
る
か
、
啓
が
帝
位

に
即
く
か
が

お
か

問
題
に
な

る
。
『竹
書
紀
年
』
は
こ
れ
を

「益
、
啓

の
位
を
干
し
、
啓

こ
れ之

を
殺
す
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
世
襲

の
開
始
を
意

し
ん

味
す
る
。

世
襲
と
は
儒
家
に
よ

っ
て

「親
を
愛
す
」
と
美
化
さ
れ
る

一
面
、
大
き
な
集
団
の
中

で
の
特
定
の

一
族

に
よ
る
権
力
と
財
富

の

独
占
と
そ

の
擁
護
で
あ
り
、
他
集
団

へ
の
力
に
よ
る
抑
圧
を
伴
う
。

一
方
、
禅
譲
は
、
子
孫

へ
の
権
力
譲
渡
な
ら
ざ
る
制
度

で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
、
集
団
的
な
推
挙
と
和
平
的
な
権
力
移
行
を
実
体
と
す
る

一
面
が
あ

る
と
同
時
に
、
沈
頒
金
論
文
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
内
部

に
権
力
争

い
を
伴
う
そ
の
結
果
だ
と
想
像
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
ま
さ

し
く
萬
は
、
舜
か
ら
禅
譲
さ
れ
、
そ
の
帝
位
を
子

の
啓

へ
と
譲
る
結

果
に
な
る
。
そ
う
し
た
禅
譲
か
ら
世
襲

へ
の
橋
渡

し
を
す
る
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
な

の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
〈正
統
〉
資
料

(『尚
書
』
『史

記
』)
を
取
る
か
、
〈傍

系
〉
(『竹
書
紀
年
』
『汲
家
項
語
』)
資
料
を
取

る
か
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
場
合
も
、
ど
ち
ら
か
に
決
め
る
決
定
的
な
根
拠

は
見
出
し
難
い

が
、
前
掲
沈
頒
金
論

に
見
る
如
く
に
、
両
者
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
尭
と
舜
と

の
関
係

に
お
い
て
は
、

禅
譲
説
は
全
体
と
し
て
認
め
ざ

る
を
得
な

い
。

ま
た
禺
か
ら
啓

へ
の

帝
位

の
授
受

(世
襲
)
で
は
、
益
の
干
渉
は
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
沈
頒
金
論
の
よ
う
な
考

え
を
取
る
の
が
現
実

的

で
あ
ろ
う
。
方
法
論
的
原
理
と
し
て
、
〈正
統
〉
系
統
化
資
料
か

〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
か
の
択

一
で
は
な
く
、
両
者
を
勘
案
し
、
時
に

前
者
を
優
先
さ
せ
、
時
に
後
者
を
優
先
さ
せ

る
。
ケ
ー
ス

・
バ
イ

・

ケ
ー
ス
で
臨
む
べ
き
だ
と
考
え
る
。

こ
の
発

か
ら
舜

へ
の

〈禅
譲
〉

と
禺
死
後
の
啓
と
益
と
の
帝
位
継
承
に
限
っ
て
言
え
ば
、
〈禅
譲
〉
及

び

〈世
襲
〉
と
い
う

『尚
書
』
設
定

の
大
き
な
枠
組
み
自
体
を
棄

て

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
枠
組
み
の
中

で
、
具
体
的
な
状
況
に

つ

い
て

『竹
書
紀
年
』
と

『汲
家
項
語
』
の
記
載

が
加
味
さ
れ
て
然

る

べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『尚
書
』
な
る

〈正
経
>
H
〈正
統
〉
系
統
化

資
料

は
、
依
然
と
し
て
文
献
価
値
は
有
効

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
〈傍

系
〉
非
整
理
資
料
に
優
先
す
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
徐
論

に
い

う

〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
を

〈正
統
〉
系
統
化
資
料
に
優
先
さ
せ
る

と
い
う
原
則
を

一
般
的
原
則
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
ま
た
、
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尭
か
ら
舜

へ
の
政
権
移
譲
が
平
和
的
な
移
譲
か
暴
力
的
な
奪
取
か
が

問
わ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『汲
家
項
語
』
の
暴
力
的
な
奪
取
、
寡
奪

を
取

る
わ
け
に
は
い
く
ま

い
。
他
方
、
尭

の
息
子
丹
朱
は
尭
自
身
か

ぎ
ん
し
ょ
う

ら

「露

訟
」

(騒
々
し
い
虚
言
で
争
弁
を
好
む
)
で
駄
目
だ
と
譲
位

を
拒
ま
れ
た
人
物
で
あ
る

(
「発
典
」
)。
彼

は
舜

の
帝
位
即
位
に
対
し

て
逆
ら

っ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
り
、

「丹
朱
を
俣
塞
」
し
た

(『汲

家
項
語
』
)
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
は
な
い
。

「〈傍
系
〉
非
整
理
資
料
」
と
は
言
う
が
、
〈傍
系
〉
資
料

は

〈傍

系
〉
資
料

な
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
、
整
理

・
加
手
さ
れ
た
経
緯

を
持

つ
。

一
方
、
〈正
統
〉
資
料

に
つ
い
て
は
、
幾

つ
か
の
現
行
経
典

の
最
終
整

理
者
と
目
さ
れ
る
孔
子
の
こ
と
ば

「(伝
承
は
)
伝
え
述

べ

る
が
、
自

分
で
作
り
出
す
こ
と
は
し
な
い
」
(
「述

べ
て
作
ら
ず
」
『論

語
』
述
而
篇
)
の
持

つ
意
味
は
重

い
。
だ
が
、
原
伝
承
成
立

の
経
緯

は
な
お
闇

の
中

に
あ
る
。
〈正
統
〉
資
料
と

〈傍
系
〉
資
料
と
、

一
方

を
他
方

で
検
証
す
る
作
業
は
欠
か
せ
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

注〈1
>

『中
國
古
史
的
傳
説
時
代
』

一
九
四
三
年
初
版
本
。
『中
國
古
史

的
傳
説
時
代
』
初
版
本
影
印
本
、
台
湾
:
地
平
出
版
社
、

一
九
七
八

年
。
『中
國
古
史
的
傳
説
時
代
』
増
訂
版
、
科
学
出
版
社
、
一
九
六
九

年
。
『中
國
古
史
的
傳
説
時
代
』
増
訂
版
新
版
、
文
物
出
版
社
、
一
九

八
五
年
。

〈2
>

李
學
勤

・
徐
吉
軍
主
編

『黄
河
文
化
史
』
江
西
教
育
出
版
社
、

二
〇

〇

三
年

、
八

八
頁
。

執
筆
者

3
6
名

。
執
筆

担
当

部

分

は
記

さ

な

い
。

な

お
、
同
書

で
は

『孟

子
』
萬

章
章

句

上

「而

(舜

)

居
尭

之

宮

、
逼

発
之

子
、

是
纂
也

、
非

天

與
也

」
を

引
用

し

て
、
上

記
竹

と
ら

こ
れ

書

の

「舜

、
尭

を
平

陽

に
囚
う
。

之

(発

)

よ
り
帝
位

を

取

る
」

の

記
載

が
歴

史
的

な
事

実

に
符

合

し

て

い
る
と
述

べ
て

い
る
が
、

こ
れ

は
誤
解

も

甚

だ
し

い
。

こ

の

『孟

子
』

の
文

章

は
仮
定

の
意
味

で
あ

り
、
「も

し
舜

が
発

の
子

に
逼

っ
て
尭

の
宮

に
居

た
な

ら
、
そ

れ
は
纂

奪

に
な

る
」

と
言

っ
て
い
る

の
で
あ

っ
て
、

舜

が
発

よ
り

天
子

の
位

を
纂
奪

し
た
証

拠

な
ど
と

い
う

も

の
で

は
決

し

て
な

い
。
逆

に
、
孟

子

は
尭

か
ら
舜

へ
の
禅
譲

を
歴
史

的

な
事
実

と
認

め
、

か

つ
そ
れ
を

よ

し
と

し

て

い
る
の

で
あ

る
。

な
お
楊

伯
峻

は
こ

こ

の

「而

」
字

に

注

し

て

「
「而

」
、

同

「如

」
。

説

見

王
引
之

『
纒
傳

繹

詞

』
」

(
「而
」

は

「如

(
も

し
)
」

と

同

じ
。

説

は

王
引

之

『
経

傳
繹

詞

』

に
見

え

る
)

と
記

し

て

い
る
。
訳
文

に

「如
果

自
己

居
住

於
発

的
宮

室

、
逼

迫

尭

的

児

子
…

…
這

是
寡

奪

......J

(も

し
自

分

が
尭

の
宮
室

に
住

み
、
発

の
子

に
逼

っ
た
な

ら
…

…
そ

れ

は
寡

奪

で
あ

る
…

…
)

と
訳

し

て

い
る

(楊

伯
峻

『孟

子
課
注

』
上
、
中
華

書
局

、

一
九

六
〇

年
、

二

一
九

頁

)
。

〈
3
>

呉
少

眠

・
趙

金

昭
主
編

『
二
十
世

紀
疑

古
思
潮

』

第

四
章

(沈

頒
金
執

筆

)
学
苑

出
版

社

、

二
〇

〇

三
年
、

四
八

五
頁

。

〈
4
>

瀟

蓬

父

「郭
店
楚

簡
的

価
値

和
意

義
」

(
『郭
店

楚

簡

国
際
学

術

研

究
討

論

会
』

湖
北

人
民
出

版
社

、

二
〇
〇

〇
年
所

収

)

一
四
頁

。

〈
5
>

方

詩

銘

・
王
修
齢

編

『古

本

竹
書
紀

年
輯

謹
』

上

海
古

籍
出

版

社

、

一
九

八

一
年

。

〈
6
>

注

〈
3
>
に
同
じ

、
四

八
五

-
四
八

七
頁

。
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